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一

            新しい機械翻訳システムを目指して

初代AAMT会 長 長尾 真

 機械翻訳は、1960年 前後から研究が始まり、あと数年で半世紀になる。ずい分長い期間にわたって研究開

発がなされてきたが、その結果はどう評価すべきであろ うか。

 ヨー ロ ッパ 共 同体(EU)で は 、 英 仏 、仏 伊 、英 独 な どの 言 語 相 互 間 の 機 械 翻 訳 を 行 って お り、翻 訳 の満 足 度

が か な り高 く、後 修 正 も簡 単 に す ま す こ との で き る シ ステ ム とな っ て い る。 米 国 で は 英 西 に つ い て 良 い シ ステ ム

を持 って い る。 日本 で は韓 国語 との 問 の 翻 訳 が実 用 と して か な りの 程 度 の もの とな って い るが 、最 も力 を入 れ て

い る 日英 、英 日で は まだ ま だ 一 般 の 人 達 に満 足感 を 与 え る と ころ ま で行 っ て い な い 。

 日本語と英語では文の構造が全くちがうし、単語の意味 ・用法についても大きな差があって、文構造の変換 と

単語の置き換えだけでは不十分である。 したがって理想的なことを言えば、英語(あ るいは 日本語)の 文を意味

表現にまでおとし、それを日本語(あ るいは英語)の 表現として半ば独立に生成するという過程が必要になるだ

ろう。これは人間の行っている優れた翻訳そのものであるから機械的に実現することは容易ではない。

 このような理想の方法は別として、機械が行えることで、現在の機械翻訳よりも良い方法は何かをよく考える

ことが必要である。意味を担 う基本的単位は単語であるといってよい。しか し1つ の単語単位では意味を確定で

きない場合がいろいろとある。その代表例は慣用句である。そこで慣用句はこれを1つ の単位 とみなして扱い、

訳語(あ るいは訳表現(句))を 与える。多義の単語の意味の決定は、文中の他の単語との関係で決めることに

なるが、慣用句のように固定的表現でないところに問題がある。

 良質な翻訳表現を作るためには、単語ごとの翻訳の構文的組合せよりは、慣用句表現をはじめとしてもっと長

い表現を単位 とする方がよい。いわゆるチャンクと呼ばれている単語列や句単位の翻訳を行 うのがよいだろう。

しかし、単語だけでも少なくとも数万語あるか ら、名詞+前 置詞+名 詞 とい う組み合わせの句を考えるだけでも

数百万では納まらない数となる。これ らの中で句単位で訳さないと良い表現にならないものの典型例を用例辞書

に登録して、他の類似表現は用例表現の翻訳例を参考にして翻訳することになる。

 文全体の翻訳をこのような方法ですべて行 うことはできないから、句単位の用例翻訳を他の言語の対応する文

構造にしたがって並べかえるとい う方法をとる。すなわち部分的には用例主導翻訳を行いながら、構文的な変換

とを組み合わせて翻訳することを重層的に行 うシステムである。どの部分を用例主導翻訳に し、どこを構文翻訳
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で処理するかは固定的でなく柔軟な判断に基づく必要があり、このような柔軟な処理システムを作ることが大切

な課題 となるだろう。

 それに してもどれだけの数の用例句の翻訳対を用意しなければならないだろうか。これを人手で全て整備する

ことは難 しい。 したがって、翻訳対のテキス ト、いわゆるパラレルテキス トの巨大なデータベースを用意し、そ

こから自動的に最小単位の用例句対を取り出す という作業を重層的に行 う必要がある。これ を自動的に行うプロ

グラムを開発 しなければならない。まずはある専門分野の文章の翻訳をすることにし、その分野の翻訳対テキス

トデータベースを作ることから始めるのがよいだろう。

 最近は照応関係、省略語句の推定、文脈関係の把握等においても計算言語学的にある程度の研究成果が得られ

ているので、これをさらに精密に研究 し、上記の翻訳システムに組み込むことをすれば、これまでの翻訳方式で

は越えられなかった壁を打ち破ることができるのではないだろうか。

 1980年 代の翻訳方式が一定の成果をあげなが らも大きな壁につきあたっている今日、これを乗 り越える新

しい翻訳方式を考えねばならない時に来ているが、上記のような方法はその1つ の道だろうと考えている。これ

までの方式 とは違ったより良い方式をもっといろいろと提案 していただき、それらの可能性についてよく検討 し、

有力な2、3の 方式について相互協力によって一段 と優れた機械翻訳システムを作る努力をする時が来ているの

ではないだろうか。

 特にこれからは東アジア諸国の言語を積極的にとりあげて機械翻訳システムを作る努力をする必要があるだ

ろ う。
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一
日本語から多種の言語への機械翻訳

岐阜大学 池田 尚志

1,は じめ に

 我 々 の研 究 室 で は 、 日本 語 か らい ろい ろ な 言 語

へ の翻 訳 を 行 う機 械 翻 訳 エ ン ジ ンjawの 開 発 を 行

っ て お り、 そ の エ ン ジ ン を 用 い て い くつ か の ア ジ

ア の 言 語(中 国 語 、 ベ トナ ム 語 、 ミャ ンマ ー 語 、

シ ン ハ ラ語)へ の機 械 翻 訳 シ ス テ ム の 開 発 を試 み

て い る。 ま た 、 日本 語 テ キ ス トか ら手話 テ キ ス ト

へ の機 械 翻 訳 に っ い て の 試 み も始 め た。 ア ジ ア の

言 語 へ の 翻 訳 は ア ジア か らの 留 学 生 と協 同 して の

研 究 で あ る。 未 だ 辞 書 の規 模 も小 さ くプ ロ トタ イ

プ シ ス テ ム の段 階 で あ る。

2.機 械翻訳エンジンjawと 翻訳システム

 翻訳エンジンjawの 概要を図1に 示 した[8]。 jaw

は、現在研究の主流となっている用例翻訳方式や

統計的翻訳方式ではなく、表現パターン翻訳規則

との照合による変換 と、変換によって作 り出 され

た 目的言語の内部表現(我 々は目的言語の表現構

造 と呼んでいる)か らの 目的言語の生成(我 々は

表現構造か らの線状化と呼んでいる)と い う、い

わば古典的な トランスファー方式の枠組みである。

変換規則には図2に 示す3つ のタイプを設けた。

図中の二重の枠で囲った語がパ ターン記述のキー

となる語であり、矢印で結ばれている部分がパタ

ーンを制約する条件 となる語句である。 これ らの

規則はRDB(関 係データベース)に 格納 されてい

る。パ ターン照合において翻訳に必要な範囲での

意味解析を行 うことになる。複数の照合結果があ

る場合には、ある指標で最適な照合結果が選択 さ

れ る。(base typeの規則で広 く照合する規則 を優先、

字面で照合する規則を優先、など)

 パター ンには目的言語への翻訳に必要な表現部

品が対応 させ られてお り、我々のシステムではこ

の変換規則は、一っ一つが目的言語の表現構造を

作 り出すプログラムに書き換えられ、コンパイル

されてライブラリプログラム(d11)として格納 され

ている。目的言語の表現構造はC++の オブジェク

トを利用 して実装 されてお り、変換規則のプログ

ラムを再帰的に実行すると図3の ようなオブジェ

ク トのネ ットワークが作 り出される。これがすな

わち表現構造であり、必要な表現部品はこのオブ

ジェク トのメンバーとして表されている。(図3は 、

「付き合ってみると彼は面白い男だった」 とい う

日本語に対するシンハラ語の表現構造である。)

 表現構造から文を作 り出す線状化は、我々のシ

ステムではC++の クラスメソッドとして実装され

てお り、そこに目的言語の構造を反映 した生成規

則が組み込まれている。 目的言語毎に適切なクラ

スを設計し生成規則を書く。

 なお 日本語では、用言等に後接する機能語(テ

ンス・アスペク ト・モダリティ等)や 体言等に後接

する機能語(取 立て)が 重要な役割を受け持っが、

これらに関連す る翻訳処理については、先のパタ

ーン翻訳規則 とは別に表形式の翻訳規則を設けて

いる。その処理結果 も目的言語の表現構造の中に

書き込まれる。図4に ミャンマー語の場合の例を

示す。

 現在、jawを 用いて中国語、ベ トナム語、ミャン

マー語、シンハラ語への機械翻訳システムの構築

を試みている。中国語 を除けば、これ らの言語に

関する機械処理の観点(特 に日本語との関わりで)

からの研究・文献はほ とんどない。我々は、これら
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の言語の文法構造を整理 し、日本語の構造との対

照を分析 しながら、第1段 階 として辞書の用例文

等から集めた200文 ほどのサンプル文の翻訳をjaw

の上で実現することを行ってきた。現在その段階

をほぼクリアーしたとい うレベルである。言語的

内容に関しては、中国語に関して取立て詞[12]、時

制[11]、 否 定 表 現[3]、 場 所 表 現[7]等 の翻 訳 規 則 に

つ い て 、 シ ンハ ラ 語 、 ミャ ンマ ー 語 に 関 して 用 言

後 接 機 能 語 の翻 訳 規 則 に つ いて[1][5]、 ベ トナ ム語

に 関 して名 詞 句 の 翻 訳 規則 につ い て[6]等 々 の研 究

を行 っ て き た。

日本語の入力文

文節構造

係り受け

析

析

日本 語 の 構 文 木 構 造

(IT:Input Tree)

、
ー

ノ

 

'

凝
ー
後

酎嘱
、

パターン照合

  変換

  翻 訳知識 べ 一 ス

(表現 パ ター ン・翻訳規 則)

 (機能 語・翻訳 規則)

翻 訳 規 則 の 木 構 造

(TT:Transfbr Tree)

1目 的言語の翻訳文1

生成1線状化

〉

目的 言 語 の 表 現 構 造

(ET:Expression Tree)

、 、

翻訳規則

を適用

,'

、

、

ー

ノ

/
ー

1
'

図1機 械 翻 訳 エ ン ジ ンjaw

与える

人 が 人 にNを

(a)Base Type

禺 墨
(b)AdditionCW Type (c)AdditionFW Type

図2パ ター ン翻 訳 規 則 の3つ の タイ プ
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            CProposition

    CN・un  m-cent・ ・W一 晦 θ騨  

m_cenξe了W=繭  m_subject        CpConncction

           _objectl                     
_comcct=0θ          m

_pConnection    
CNoun                  m_pSubbordinate

m_centerW

m_adjective=醐  ・…position

          m_centerW噂 獅 勧6粉e⊃ Elli sis

_藷 鶴.m_subjm_obje:Cttl   ・Noun
                    m_centerW⑲ 翰
                    mcaseMarker=0

   鈎o年 。9㈹ 戯 Ω8006磯 勧コ◎ 岸G6δ扇 ∂o∂こo酔 。

  図3,目 的 言 語 の 表 現 構 造(jaw1Sinhalese)

{シ ンハ ラ語:「 彼 は付 き合 っ てみ る と面 白い 男 だ っ た 」}

  日本 語

(K=か もしれない)

肯

定

否

定

未

非

未

来

未

非

未

来

V+る+K

V+た い+K

V+た+K

V+た かった+K

V+て い る+K

V+て いた+K

V+な い+K

V+た くない+K

V+な かった+K

V+た くな か っ た

V+て いない+K

V+て い な か っ た

ミャンマ ー語

(H-@δ)

V+NIC+V

V+剣 ε+(測ε+V+剣 ε

V+a+cvic+V+a

V+a+oっ っ+H+c測 ε+H

V+aica+cvic+V+aica

V+Gσ γ)+H+ CC+H

V+Gamっ+H+ ε+H

V+aice+V

e+V+εoっ っ+H+ CC+H

V+a+ales+V+a
 o                    ・

e+V+ε さσ)っ+H+ ε+H
   o

θ+V+G(∬)+H+ ε+H

e+V+G縛(∬)+H+(測 ε+H

0

OO

0

④

OO

⑥

0

⑧

主語区別

「私J

「私 」以 外

翻訳規

000

o●0

00

完成助辞

完成助辞(未来)

  e2

完成助辞(未来)

  轟 ・謹

完成 助辞(未来)

轟 ・謹

    彼 が  行っ  たかもしれません。

    蓑格騒 欝 時謙 辞脇 義1,紮鰯
             (過去)      (過去) (未来)

       図4.用 言 後 接 機 能 語 の 翻 訳 規 則(jaw1Myanmar)

{「V+…+か も しれ な い 」 の ミャ ンマ ー語 へ の 対応 は 主 語 と も呼 応 して複 雑 で あ る}
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3.手 話 へ の機 械 翻 訳 に つ い て

 手 話 も1個 の独 立 した 言語 で あ る。 とす る と、

同 じ よ うに機 械 翻 訳 の構 図 が 成 り立つ はず で あ る。

我 々 は 同 じjawの 枠 組 み で 、 日本 語 テ キ ス トか ら

手 話 テ キ ス トへ の 機 械 翻 訳 の 試 み も 始 め た

Qaw/SL)【2][4]。 この場 合 まず 問題 に な るの は、手 話

を テ キ ス トに 書 き取 る表 記 法 が 確 立 して い な い こ

とである。っま り文字が未だ無い。いくつかその

ような試みはあるが、動作を書き取る方に力点が

あるようで、機械翻訳など言語処理には向いてい

ない。我々は表記法に関す る提案からはじめて、

手話の教科書等にある日本語 一手話の対訳例文を

jawで 実現することを行っている(図5)。

-

庖∠

3

4

5

ー0

7

「本 は,私 が 買 う」

「あ なた の手話 の 先生 は誰 ですか 」

「雨 な ら車,晴 れ な ら 自転車 です 」

「あな た は佐藤 さんです か」

「読み な さい」

「彼 に 読 ませ る」

「本 を読み なが ら食 事 をす る」

{<topic>本} 私 買 う。

{<topic>あ な た 手 話 先 生}{<whq>誰 PT(X)}?

{<cond>雨} 自 動 車,{<cond>晴 れ} 自転 車 。

{<q>あ な た 佐 藤 あ な た}?

読 む PT(2;命 令)!

読 む 彼(x)1与 え る(→X)。

{〈gaze(X)〉 本(x)1食 べ る}。

図5.手 話 へ の機 械 翻 訳(jaw1SL)

4.お わ りに

 我 々 は この ほ か に 、 い わ ゆ る翻 訳 とい う範 疇 で

は な いが 、 日本 語 テ キ ス トを点 訳(点 字 へ の翻 訳)

す る シ ステ ムIBUKI-TENを 開発 してお り、 こ ち ら

は 実用 レベ ル の シ ス テ ム と して ホ ー ムペ ー ジ 上 で

公 開 し多 くの 方 々 に利 用 して 頂 い て い る[10]。jaw

の方は未だ実用 レベルからはずいぶん遠い。次の

課題の一っとして大域パ ターンの翻訳規則 を取 り

入れ ることを考えている。辞書を少 しずつでも拡

充 してい くこともどうしてもやらなければならな

い。母語話者 との協同を模索 しつつ取 り組んでい

くつ もりである。
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一
            小 さなテキス トか らの 自動用語抽出

東京大学 中川 裕志

1.背 景

日々、新たに起こる多数の事件やイベン ト、また学

問や技術の急速な発展に伴い、新たな概念を表現す

る用語は増大の一途を辿っている。機械翻訳におい

ては、このような新しい用語の対訳辞書が必要にな

るが、そのためにはまず新しい用語を取り出す必要

がある。では、どこから取り出すか?大 規模なコー

パスか ら取 り出すのが普通だが、コーパスサイズが

大きくなると人間が取 り出すわけにはいかなくな

る。小さなコーパスであっても人手がかかる。そこ

で重要な用語を計算機 で認識 して抽出する自動用

語抽出への要請が生まれる。

 自動用語抽出は、以下の流れになる。

コーパス 今 用語候補 の抽出 と枚挙 → 用語候補

の重み付け → 用語選択

用語候補の抽出 と枚挙では、コーパスを形態素解析

し、適当な品詞列を指定して、それに一致する形態

素列を用語候補 として取 り出す。日本語の場合は名

詞(あ るいは未知語)の 連鎖を抽出することが多い。

名詞連鎖 とはすなわち複合名詞である。

用語候補の重み付けでは、取 り出した個々の用語候

補に対して、用語の重要度を反映 した何 らかの定量

的な重みを付ける。以下で主に議論するのはこの問

題である。用語候補は重みの大きい順に並べる。た

だ し複合名詞の場合は単名詞の頻度よ りは込み入

った状況 となる。

用語選択は、上記のように重みの順に並んだ用語候

補から対訳辞書に登録 したい用語を選択するが、最

終的には人間の判断によらざるをえない。よって、

ここではこの問題は扱わない。

 大規模なコーパスか らの重要な用語の自動抽出

(重み付け)は 当然、統計的手法によって行われる。

この手法は辞書に記述すべき用語の選択に近い技

術であるため辞書学でも重視された。文献[1]に は

従来の用語重み付けの方法がまとめられている。用

語重み付けは情報検索におけるキーワー ド重み付

けとも類似 している。全文検索が当た り前になり、

文書中に現れる全ての単語をキー ワー ドにできる

ようにはなった。それらの単語を用いるベ ク トル空

間モデルにおいては個々のキーワー ドに重みを与

えて、これを検索時に文書ランキングのために用い

る。情報検索において頻繁に用いられ るtf×idf1と

い う重みは用語重み付けにおいて も有力な方法で

ある。

 tf×idfの ような出現頻度を利用する方法はコー

パスサイズが大きい方ほど信懸性が高いと考えら

れるため、用語抽出の情報源となるコーパスはサイ

ズが大きいほど良いと考えられた。また、idfの 観

点からは網羅性の良い コーパスのほ うが分野に固

有の単語の重要度を上げることができて良い と考

えられる。しか し、この常識的な考えには次の2点

で疑問がある。

 (1)大 規模で網羅性の良い コーパスは収集に時

   間と手間がかかる。

 (2)コ ーパスサイズが大きいと、狭い分野で少な

   い出現頻度だが重要な用語を取 り出しにく

   くなる可能性がある。

こ ういった背景に基づき、比較的小 さなコーパスか

らの自動用語抽出も視野に入れて、用語重み付けの

技術にっいて眺めてみることにする。

*1tf×idfは 、あ る文書において出現頻度(tf)が 大き く、

かつ少数 の文書に しか出現 しない とい う性質(idf)を 持

つ単語 に高い重み を与える重要度 であ る。
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2.分 野 性 とコ ー パ スサ イ ズの 関係

対 象 とな る コー パ ス の 性 質 で 重 要 な の は サ イ ズ と

分 野 で あ る。 これ を 次 の 表 に ま とめ た。

     表1 コー パ スサ イ ズ と分 野

多分野を網羅

特定の分野 、

特定の トピック

コーパ スサイ ズ

  大

(A)

(c)

コーパ スサイ ズ

  小

(B)

(D)

この表の分類に基づいて用語重み付けの方法を概

説する。

た とえ ば 単 一 のWebペ ー ジ を対 象 とす る と な る と

多 くの 用 語 候 補 は出 現 頻 度 が1で あ っ た り、多 く と

も2程 度 で 、出 現 頻度 に 全 幅 の 信 頼 をお け な い。前

述 のC-value[4]の 場 合 は 、 コ ロケ ー シ ョン の 入 れ

子 構 造 に 注 目 して 出 現 頻 度 以 外 の 情 報 を勘 案 した。

具 体 的 に は コ ロ ケー シ ョンWall Streetが よ り1

単 語 長 い コ ロケ ー シ ョ ンWall Street Journalな

どに 含 まれ る場 合 のC-valueは 次 式 と な る。

C-value(Wall Street)

=freq(WallStreet)‐n(WallStreet)/t(Wall Street)

(A):多 分 野 網 羅 、 コー パ スサ イ ズ大 の 場 合 は、従

来 の 大 規 模 コー パ ス を 対 象 に す る 統 計 的 自然 言 語

処 理 の方 法 が 有 力 で あ る。第1回NTCIRの 用 語 抽 出

タ ス クで は 、tf×idfに よ る重 み 付 け方 法 が 良い 成

果 を あ げ て い る。1.節 で述 べ た よ うに複 合 名 詞 を

対 象 にす る 、あ るい は よ り広 くコ ロ ケー シ ョン を対

象 にす る場 合 は 工 夫 が 必 要 で あ る。この 目的 を狙 う

代 表 的 な方 法 と してXtract[3]、C‐value[4]な どが

あ る。[3]は さ らに コ ロ ケー シ ョン の 対 訳 の研 究 に

も発 展 した[5]。

(B):多 分 野 網 羅 、 コー パ スサ イ ズ 小 の 場 合 は 、個

別 分 野 の コー パ ス が非 常 に 小 さ く、意 味 の あ る結 果

は 得 られ ない 。

(C):特 定 分 野 で も コ ー パ ス サ イ ズ が 大 き け れ ば 、

(A)と 同 様 の 手 法 が 有 力 で あ る た め 、最 近 で は ゲ

ノム な ど他 分 野 へ 応 用 す る 試 み が な され て い る。

(D)の 問 題 は 、分 野 依 存 性 の 高 い少 量 の テ キ ス ト

か らの 抽 出 で あ り、これ ま で あ ま り試 み られ て こな

か っ た 。そ こ で 以 下 で 少 量 テ キ ス トか らの 用 語 抽 出

につ い て の ポ イ ン トを ま とめ る。

3, 少 量 テ キ ス トか らの 用語 抽 出 の ポ イ ン ト

少 量 の テ キ ス トと は い え 、メガ バ イ トに 近 い 大 き さ

が あ り、対 象 の 分 野 が 絞 られ て い る な ら表1の(C)

と似 て い るの で 語 彙 の 出現 頻 度 に 重 点 を置 く方法

が 効 果 的 で あ ろ う。しか し、極 端 に小 さなテ キ ス ト、

た だ し、freq(A)はAの 出 現頻 度 、 n(A)はAよ り1

単 語 長 い コ ロ ケー シ ョン の 出 現頻 度 、t(A)はAよ り

1単 語 長 い コ ロケ ー シ ョン の 種 類 数 で あ る。よ っ て 、

Wall Streetが 常 にWall Street Journalと い う

形 で 現 れ る な ら 、n(Wall Street)=freq(Wall

Street)か つt(Wall Street)e1で あ る た め 、

n(Wall  Street)/t(Wall  Street) =  freq(Wall

Street)と な っ てWall StreetのC‐valueは ゼ ロ、

一 方
、Wall Streetよ り1単 語 長 い コ ロ ケー シ ョン

が す べ て 異 な る な ら 、n(Wall Street)/t(Wall

Street)は1に な りC‐valueはfreq(Wall Street)

に な り大 きい 。これ は あ る コ ロケ ー シ ョン と よ り長

い コ ロ ケー シ ョン との 関 係 を使 っ て い る。す な わ ち

出 現 頻 度 だ け で は な く語 彙 的 構 造 を反 映 した 尺 度

に な って い る。な お 、こ こ で語 彙 とは 用 語 の 集 合 を

意 味 す る。 した が って 、小 さな テ キ ス トで も、 コ ロ

ケ ー シ ョンあ るい は 複 合 語 の 成 分 とな る 単語(あ る

い は 複 合 語)の 用 語 と して の重 要 さ を測 れ る重 み 付

け に な って い る。この よ うに テ キ ス トが 小 さ く出 現

頻 度 だ けに 頼 れ な い 場 合 は 、同 じ統 計 量 とい って も

語 彙 の 構 造 を利 用 す る方 法 が 有 力 で あ る。我 々 の 実

験 で もC-valueは 小 さ な テ キ ス トで 優 秀 な性 能 を

示 す こ とが 確 認 され た 。

4.言 選Webで の 実 験

小 さい テ キ ス トか らの 用 語 抽 出 にお け る重 み 付 け
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で語彙の構造を利用す る考え方をより徹底 した方

法が言選Web[6]で 用いられている重み付け方法で

ある。たとえば、ある文書から以下のような用語候

補が抽出されたとしよう。

形態素、形態素、英語形態素、日本語形態素、形態

素 レベル、形態素解析、形態素認識

「形 態 素 」とい う単 語 は 多 くの 複 合名 詞 を構 成 して

い るた め 、この 文 書 の 扱 う分 野 で は 重 要 な概 念 を 表

す 名 詞 で あ る と考 え られ る。 そ こで 、 「形 態 素 」 の

重 み を 「形 態 素 」が よ り長 い複 合語 の形 成 に 寄与 し

た か で 測 る。具 体 的 に は、形態 素 の左 側 に接 続 す る

名 詞 の 数:L(形 態 素)と 右 側 に 接 続 す る 名 詞

数 二R(形態 素)を 用 い る。上 の 例 で は 、L(形 態 素)ニ2、

R(形 態 素)=3と な る 。 こ れ を ま と め て 、LR(形 態

素);(L(形 態 素)×R(形 態 素))且/2=(2×3)1/2と す る。

N個 の 単名 詞 が 連 接 す る複 合 語 のLR重 み は 、長 さN

に 依 存 しな い ほ うが 望 ま しい。 よ って 、LR重 み の

相 乗 平 均 とす る。 例 えば 、 「形態 素解 析 」 のLRは

 LR(形 態 素 解 析)=(LR(形 態 素)×LR(解 析))1/2

と ころ で この 重 み は 「形態 素 」 とい う単 語 が 他 の 複

合語 の 一 部 で は な く、単独 で出 現 した 頻 度 は 利 用 し

て い な い。そ こで 、これ も乗 じてFLRと い う重 み を

用 い た。 例 え ば 、 「形 態 素 」 の場 合 、 上 の 例 で 「形

態 素 」 の 単独 出 現 回数 が2な の で

 FLR(形 態 素)=freq(形 態 素)×LR(形 態 素)

=2×(2×3)1/2と な る。

この サ ー ビス は 約1年 間 、[6]で 一 般 に提 供 して い

るが 、月 間1000ア クセ ス程 度 、お よ び ソフ トの

ダ ウン ロー ドが 月 間50本 程 度 とか な り使 わ れ て

い る。 ア ル ゴ リズ ムの 詳 細 は[7]を 参 照 され た い。

 一 例 と して 、こ の 文書 の以 上 の部 分 に言 選Webを

適 用 して 重 み の 大 き い 順 に 用 語 を い くつ か列 挙 す

る。

用 語 、形 態 素 、WallStreet、 用 語 候 補 、 コー パ ス 、

コ ーパ スサ イ ズ 、 出現 頻 度 、

用 語 抽 出 、用 語 重 み付 け 、分 野 、重 み 付 け 、 自動 用

語 抽 出 、方 法 、名 詞 、抽 出 、重 み 、複 合 名 詞 、サ イ

ズ 、LR、 用 語 選 択 、形 態 素解 析 、 コ ロ ケー シ ョン 、

テ キ ス ト

これ らはこの文書を特徴付けるものと思われる。ち

なみに重みのもっとも小 さい用語は、

前 述 、形 、考 え方 、性 質 、 要 請 、 視 野

で あ り、この 文 書 の性 質 を 特 定 す る よ うな もの で は

な い こ とが 分 か る。この 方 法 もC-value法 も形態 素

解 析 シ ステ ム以 外 に は な ん らの 言 語 資 源(辞 書 、シ

ソー ラ ス な ど)を 必 要 しな い 点 も特 記 で き る。

5.ま とめ

従来の大規模 コーパスを対象にした統計的手法に

よる自動用語抽出とは少 し違 う視点として、小 さな

テキス トを対象にした自動用語抽出にっいて考察

し、有力な方法を紹介した。
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  automatic term recognition  a review".

  Terminology  3(2), 259-289.

[2] Kageura, K. et al, 1999.  "TMREC Task:

  Overview and Evaluation"   In Proceedings

  of the Firs t NTCIR Workshop on Research in

  Japanese  Tex t  Re trieval  and  Term

  Recog:ノ7ゴtion, 411-440.

[3] Smadja F, 1993,  "Retrieving collocations

  from    text:Xtract"      Computational

  Linguistics, 19(1), 143-177

[4] K.T. Frantzi, and Sophia Ananiadou, 1996,

  "Extracting nested collocations"   16`h

 COLING, 41-46
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[5]

[6]

[7]

Frank Smadja and Kathleen R. McKeown and

Vasileios    Hatzivassiloglou,    1996,

 "Translating Collocation for Bilingual

Lexicons:  A  Statistical  Approach" ,

Computational Linguistics, 22(1), 1-38

言 選Web

http://gensen. d1. itc.u-tokyo. ac. jp/

Hiroshi Nakagawa, Tatsunori Mori: 2003.

"A
utomatic  Term  Recognition  based  on

Statistics of Compound Nouns and their

Components", Terminology, 9(2), 201-219

役員交代のお知 らせ

以下の ようにAAMT役 員が交代 にな りま した。(P13を ご参照 くだ さい。)

理事(旧) 古川 一夫 氏

            1

理事(新) 篠本 学 氏

監事(旧) 戸 田 宗孝 氏

             ↓

監事(新) 小笠原 一晃 氏

株式会社 日立製作所

  li         !1

社団法人 電子情報技術産業協会

       n            n
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一
第14回 通常総会および関連行事の報告

当協会の第14回 通常総会が、6月18日(金)午 後1時 から神田駿河台、総評会館で開催 され、2003年 度事業

および決算、2004年 度事業および予算案等について、滞 りなく承認が得 られた。

総会後、各委員会からの報告会と東京工業大学 ・田中穂積氏(元AAMT会 長)を はじめ3名 の講師による講演

会が盛況の うちに行われた。

【報告会】井佐原均委員長(技 術動向調査委員会)、坂本義行委員長(市 場動向調査委員会)、 および横山晶一

    座長(ネ ットワーク翻訳研究会)よ り2003年 度の活動について報告があり、続いて富士秀WGリ ー

    ダ(イ ンターネッ トWG)に よりAAMTのHP関 連の紹介がなされた。

【講演会】 講演1. 「機械翻訳システムのブレイクスルーを求めて」 講師 田中 穂積 氏(東 工大)

        MTの 歴史、現在の状況、問題点などにふれながら、ブ レイクスルーの必要性、今後の展望

        などについて述べ られた。

    講演II。 「音声言語翻訳技術の応用」 講師 奥村 明俊 氏(NEC)

        音声言語翻訳技術によって実現した旅行会話自動通訳システムの事例紹介があり、課題や今

        後の発展性について述べられた。

    講演III.「 特許翻訳における機械翻訳の活用」 講師 川上 溢喜 氏(Japio)

        Japioで 運用を開始し、機械翻訳を活用した特許要約文の翻訳支援システムの紹介と特許分

        野特有の機械翻訳システムに求められる機能について提案がなされた。

【懇親会】講演会終了後、会場をJEITAに 移 して行われたが、多数の参加者があ り有意義な交流の場 となった。

行 事

総 会

報 告 会

講 演 会

懇 親 会

内 容

第14回 通常総会
1.開 会の辞

2. 会長挨拶 東京大学 ・辻井潤一 氏

  来賓挨拶 経済産業省 商務情報政策局

       情報通信機器課 課長補佐 ・平井淳生 氏
3. 出席会員の確認

4. 議事録署名人の選出

5, 議案 第1号 議案 2003年 度事業報告(案)

     第2号 議案 2003年 度決算報告(案)

     第3号 議案 2004年 度事業計画(案)

     第4号 議案 2004年 度収支予算(案)

     第5号 議案 役員改選(案)*

     その他、会員提案事項、
6.報 告事項

7.閉 会の辞

各委員会からの2003年 度活動報告:

 技術動向調査委員会、市場動向調査委員会、

 ネットワーク翻訳研究会、インターネットWG

I. 「機械翻訳システムのブレイクスルーを求めて」

    東京工業大学        田中 穂積 氏
II,「音声言語翻訳技術の応用」

    日本電気株式会社       奥村 明俊 氏
III.「特許翻訳における機械翻訳の活用」

    財団法人 日本特許情報機構  川上 溢喜 氏

懇親会:JEITA305会 議室(立 食パーティ形式による懇談)

時 間
13:00^-13:45

14:00^-15:00

15:15^-17:15

17:30^-19:30

★第5議 案:新 役員選出後、臨時理事会が開催 され、会長、副会長が再選 された。
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【AAMT役 員 名/AAMT Board Members】

2004年6月 現在

● 会 長

  President

辻 井 潤 一(東 京 大 学 大 学 院 教 授)

Jun-ichi Tsujii(Professor, University of Tokyo)

● 副 会 長    小 谷 泰 造(株 式 会 社 イ ン タ ー グ ル ー プ 代 表 取 締 役 社 長)

  Vice President Taizo Kotani(President, Inter Group Corporation)

● 理 事

  Director

● 理 事

  Director

● 理 事

  Director

● 理 事

  Director

● 理 事

  Director

長 尾 真(独 立 行 政 法 人 情 報 通 信 研 究 機 構(NICT)理 事 長)

Makoto Nagao (President, National Institute of

Communications Technology)

田 中 穂 積(東 京 工 業 大 学 大 学 院 教 授)

Hozumi Tanaka(Professor, Tokyo Institute of Technology)

石 崎 俊(慶 磨 義 塾 大 学 教 授)

Shun Ishizaki(Professor, Keio University)

横 山 晶 一(山 形 大 学 教 授)

Shoichi Yokoyama(Professor, Yamagata University)

飯 田 仁(東 京 工 科 大 学 教 授)

Hitoshi Iida(Professor, Tokyo University of Technology)

Information and

● 理 事

  Director

● 理 事

  Director

● 理 事

  Director

● 理 事

  Director

● 理 事

  Director

● 理 事

  Director

● 理 事

  Director

● 理 事

  Director

● 理 事

  Director

● 理 事

  Director

● 監 事
  Auditor

● 監 事
  Auditor

井 佐 原 均(独 立 行 政 法 人 情 報 通 信 研 究 機 構(NICT)自 然 言 語 グ ル ー プ リ ー ダ ー)

Hitoshi Isahara(Group Leader, Computational Linguistics Group, NICT)

崔 杞 鮮(韓 国KAIST教 授)

Key-Sun Choi(Professor, Korea Advanced Institute of Science and Technology)

ソ ン ラ ー トラ ム ワ ー ニ ッ チ ・ウ ィ ラ ッ ト(タ イ 自然 言 語 ラ ボ ラ ト リー(TCL)デ ィ レ ク タ ー)

Virach Sornlertlamvanich(Director, Thai Computational Linguistics Laboratory)

河 村 進 介(東 芝 ソ リ ュ ー シ ョ ン株 式 会 社 取 締 役 社 長)

Shinsuke Kawamura(President&CEO, Toshiba Solutions Corporation)

前 山 淳 次(富 士 通 株 式 会 社 取 締 役 専 務!経 営 執 行 役 専 務)

Junji Maeyama(Member of the Board/Corporate Executive V.P., Fujitsu Ltd.)

鷲 塚 諫(シ ャ ー プ 株 式 会 社 顧 問)

Isamu Washizuka(Adviser, Sharp Corporation)

笠 原 裕(日 本 電 気 株 式 会 社NECソ リュ ー シ ョン 開 発 研 究 本 部 長)

Yutaka Kasahara(Executive General Manager, Solution Development

Laboratories, NEC Corporation)

篠 本 学(株 式 会 社 日 立 製 作 所 執 行 役 常 務)

Manabu Shinomoto(Corporate Officer, Hitachi, Ltd.)

杉 本 晴 重(沖 電 気 工 業 株 式 会 社 常 務 取 締 役)

Harushige Sugimoto(Senior Vice President, Oki Electric Industry Co., Ltd.)

吹 課 正 憲(社 団 法 人 電 子 情 報 技 術 産 業 協 会(JEITA)専 務 理 事)

Masanori Fukiwake(President, Japan Electronics and Information

Technology Industries Association)

小 笠 原 一 晃(社 団 法 人 電 子 情 報 技 術 産 業 協 会(JEITA)常 務 理 事)

Kazuaki Ogasawara(Executive Vice President, JEITA)

勝 田 美 保 子(株 式 会 社 十 印 代 表 取 締 役 会 長)

Mihoko Katsuta(CEO, Toin Corporation)
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協 会 活 動 報 告

(2004年1月 ～2004年8月)

第14回 通常総会 6月18日 ①03年 度事業報告

      ③04年 度事業計画

      ⑤役員改選

②03年 度決算報告

④04年 度収支予算

⑥その他

成果報告会 6月18日  ①技術動向調査委員会 ②市場動向調査委員会

      ③ネ ットワーク翻訳研究会(AAMTIJapio研 究会)

      ④インターネ ットワーキングループ

講演会 6月18日 ① 「機械翻訳システムのブ レイクスルーを求めて」

        東京工業大学 田中穂積 氏

      ② 「音声言語翻訳技術の応用」NEC奥 村明俊 氏

      ③ 「特許翻訳における機械翻訳の活用」Japio川 上溢喜 氏

懇親会 6月18日  講演会終了後、JEITAで 開催

理事会

会計監査

3月18日

5月17日

5月7日

①04年 度事業計画案  ②04年 度収支予算案

③決算理事会および総会 日程 ④新事務局長紹介

⑤その他

①03年 度事業報告案  ②03年 度決算報告案

③総会について    ④その他

①03年 度の会計監査  ②その他

運営委員会 1月23日

3月9日

4月13日

5月12日

6月8日

①運営諸問題討議  ②アジアサ ミッ ト討議

①予算理事会準備  ②運営諸問題討議

③新事務局長紹介  ④その他

①運営諸問題討議  ②アジアサ ミッ ト討議

①決算理事会準備  ②6118総 会準備

①総会、報告会、講演会の企画、進行について

③その他

③その他

③その他

②その他

サ ミッ ト準備 委員会' 4月16日

6月8日

7月29日

①開催 日程1場所について   ②組織体制について

③その他

①開催 日程について (2005年9月12日 ～16日 に決定)

②会場ホテルについて ③組織体制について ④その他

①会場候補について  ②登録 ・受付業務について

③組織体制について  ④CFP印 刷 ・配布について

⑤協賛 ・協力団体の依頼について  ⑥その他
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技術動向調査委員会

市場動向調査委員会

1月6日

2月20日

6月4日

7月30日

1月23日

2月20日

3月26日

4月23日

5月31日

7月16日

ネッ トワーク翻訳研究会 一

           1月29日

           3月15日

イ ンターネ ッ トWG

編集委員会

①評価関係討議   ②今後の計画討議   ③その他

①評価関係討議   ②今後の計画討議   ③その他

①報告発表について    ②本年度の計画討議

③新委員の紹介      ④その他

①今後の計画討議     ②MTサ ミッ トについて

③JTF翻 訳祭について   ④その他

①個人向けアンケー ト詳細討議       ②その他

①ベンダー向けアンケー ト実施計画討議    ②その他

①ベンダー向けアンケー ト実施計画討議

②今後の計画討議  ③新事務局長紹介   ④その他

①ベンダー向けアンケー ト実施計画討議

②今後の計画討議  ③ 日経新聞取材について ④その他

①報告会に向けた最終討議(ベ ンダー調査)

②   〃   〃   (ユーザーアンケー ト)

③その他

①6!18報 告会発表について

②9月 以降の活動について ③その他

(AAMTIJapio研 究 会)

5月14日

6月17日

①報告書について  ②関連する研究のご紹介 ③その他

①報告書のまとめについて

②対訳文書からの専門用語抽出について    ③その他

①報告書(3/31発 行)についての報告

②中国 「海南島」出張報告

③本年度の研究計画について

④出席者からの提案について(討 議) ⑤その他

①新事務局長、新メンバー紹介について

②Japio研 究用データについて

③本年度の研究計画について

④AAMT報 告会での発表について  ⑤その他

6月4日  ①本年度の活動について

      ③その他

6月4日 ①前号反省

②6118報 告発表について

② 次号(36号)企 画 ③その他
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一
第1回 自然言語処理 国際連合会議(IJCNLP-04)な らび に関連会議 に参加 して

山形大学 横山 晶一、諏訪東京理科大学 江原 暉将

ま え が き

The First International Joint Conference on

Natural Language Processing (IJCNLP-04)Lま 、

Asian Federation of Natural Language Processing

(AFNLP)の 主 催 、 Chinese Information Processing

Society of China(CIPS)が10cal hostと な り 、

Association for Computational Linguistics (ACL)

な ど の 後 援 の も と で 、3月22日 ～24日Resort

Golden Palm, Sanya, Hainan Island, China(中 国

海 南 島 三 亜)で 開 催 さ れ た 。

関 連 の 会 議 と し て 、 同 じ 場 所 で 、2件 の

Pre‐conference Tutorials  と  Pre-conference

Workshop(Beyond shallow analysis)(い ず れ も3

月21日 開 催)、3件 のPost-Conference Workshops

((i)Fourth Workshop on Asian Language Resources

(ALR-04) (3月 25 日), (ii)Workshop on Named

Entity  Recognition  for  Natural  Language

Processing Applications (3月 26 日) , (iii)

International Workshop on Machine Translation

and   Multilingual   Information   Retrieval

(MTMIR2004)(3月26日))と1件 のSatellite Event

(Asian Symposium on Natural Language Processing

to Overcome Language Barriers) (3月 25～26日)

が 開 か れ て い る 。

こ こ で は 、IJCNLP-04を 中 心 に 、ALR-04, MTMIR2004,

Satellite Eventの 一 部 に つ い て 参 加 報 告 を 行 う 。

1.IJCNLP-04報 告

上記 の場 所 で 開催 され 、Proceedingsな らび に 会議

終 了 時 の発 表 に よ る と、20力 国 か ら226名 の参 加

者(う ち 中国 国 内53名 、他19力 国173名)、211

件 の論 文 投 稿 が あ り、 うち101件 が 採録(口 頭 発 表

66件 、ポ ス タ ー発 表35件 、 そ の うちProceedings

に は95件 が 掲 載)さ れ た 。 以 下で は、 開会 講 演 、

口頭 発 表 、ポ ス ター 発 表 、パ ネ ル 討 論 な ど 、い くつ

か につ い て簡 単 に解 説 す る。

1.1開 会 講 演(3月22日9:15～9:55)

題 目:Taxonomy of Natura1 Language Processing by

   Prof. Makoto Nagao

長尾真 ・前京大総長による基調講演であった。まず

自然言語処理研究の トピックである、テキス ト処

理、辞書構築、形態素解析、構文 ・意味解析、談話

解析、文生成、学習過程、応用(機 械翻訳、情報検

索、テキス ト検索、マンマシン対話システム)に つ

いて各細目をあげて簡単に解説 し、これまでの経緯

を振 り返った後、現在 も残 る問題点や困難さを指摘

した。たとえば、談話解析では、照応や省略現象、

文書の種類の同定、文をこえた文脈、会話や シーン

の文脈、知識などが問題にな り、さらに、言い換え、

比喩の同定、同じ意味を種々の言い方で述べたとき

にそれをどう区別するか、普通の場合 と正式な場合

の状況をどう判断するかなどの問題があり、ほとん

どの問題については未解決の部分が残 されている

ことを指摘 した。そ して、特に機械翻訳について、

将来高度な機械翻訳を実現するための指針を示 し、

理想的な機械翻訳環境の構築に対す る見通 しを示

した。

1。2招 待 講 演

(1) "Probabilistic Parsing with a Wide Variety

of Features"  by Prof. Mark Johnson  (Brown

Univ.) (3月22日10:00～10:50)
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開会講演の後で行われた招待講演である。当初プロ

グラムにのせられていた題名 とは多少異なってい

る。上記の題名の通り、いろいろな特徴量を用いて、

確率的な構文解析を行 う場合の一般的な解説 と事

例を示 したものである。統計的、確率的なパラメー

タを導入するときに、その特徴量とモデルに対する

整合性が異なる(た とえば最大尤度は生成モデルに

対 しては明確であるが、条件付き、あるいは弁別的

モデルに対 しては制御 しにくくなる)こ とを示 し、

粗い近似から細かい近似へ持っていくためにはど

のようなことが必要であるかを解説した。実際のデ

ータに対 していろいろな特徴量をテス トし、それが

構文解析木の抽出にどのような影響を与えるかに

ついても、エラーの分析とともに示 した。この構文

解析は英語についてのものであったが、将来的には

中国語にも適用 したいとい うことであった。

(2)  "The Impact of Information Technology on

Communication and Linguistics" by Prof.

Ching-Chun Hsieh  (Chair Professor of Hsuan

Chnang University, Taiwan) (3月 23 日 9100～

9:50)

題 名 の 通 り、大 局 的 な観 点 か ら情 報 技 術 が コ ミュニ

ケ ー シ ョ ンや 言 語 学 に 与 え た影 響 を論 じた もの で

あ る。 情 報 技術 の発 達 は 、最 初 オ ー デ ィオ 世 界(音

声 、メ デ ィア と して は 音 声 波 形)か ら始 ま り、や が

て 書 か れ た テ キ ス トに よ る視 覚 世 界(文 字 、資 料)、

そ して 再 び オ ー デ ィ オ世 界(た だ し電 子 世 界。マ ル

チ メデ ィア 、エ ネル ギ ー 安 定 の メデ ィア)へ と移 行

した 。情 報 は 内 容 と形 式 に 分 け られ る。前 者 は知 る

べ き こ とで あ り、後者 は 表 現 形 式 で あ る。 この 二重

性 は美 学 にお け る 内容 と形 式 、記 号 論 に お け る意 味

の 考 え方 と記 号 、言 語 学 に お け る 内 容 的 な意 味 と要

素 、情 報 科 学 に お け る知 識 と実 際 な どに 見 られ る。

情 報 は 「知 りた い こ と」(サ ン ス ク リ ッ ト語 に お け

る 「所 知 」)、デ ジ タル ノー ド、デ ジ タル 装 置 、応 用

表 現 シ ス テ ム に よ っ て4っ の カ テ ゴ リに 分 け られ

る。デ ジ タル 化 は 、 これ らの 要 素 を加 味 して 展 開 す

る こ とが で き る とい う趣 旨の 講 演 で あ った 。

(3)   "Language  Technologies  for  F,‐Memory

Applications"  by Prof. Hans Uszkoreit (UFKI,

Saarland Univ.)  (3月 24 日 9:00～9:50)

言語工学がネッ ト社会へ与える影響 という観点で

の講演であった。ウェブの リンクをたどって情報を

得て、オン トロジー、論理などを抽出し、人間が日

常記憶 しているようなメカニズムを模倣するには、

言語工学のどのような要素が必要であるかを解説

した。いくつかのシステムの結果や、かなり古い時

代か らの知的文脈の構築の先駆者たちの業績につ

いて述べた。

1.3 口頭 発 表

以 下 に は 、 日本 人 以 外 の発 表 の 中 で 、い くつ か を取

り上 げ て 概 説 す る。 示 した ペ ー ジ は 、Proceedings

の ペ ー ジで あ る。

・  "High Speed Unknown Word Prediction Using

Support Vector Machine For Chinese

Text‐to‐Speech Systems"  by Juhong Fla, Yu

 Zheng and Gary Geunbae Lee (POSTECH) (pp.1-6)

中 国語 の テ キ ス ト音 声 合 成 に 利 用 す る こ と を 目的

と した 未 知 語 予 測 手 法 で あ る。未 知 語 の 予 測 に は 高

精 度 な 機 械 学 習 と し て 定 評 の あ るSVM(Support

Vector Machine)を 用 いて い る。 た だ し、 SVMは 処

理 速 度 が遅 いた め 、入 力 文 のす べ て の 部 分 に 対 して

未 知 語 を予 測 す るの で は な く、前 処 理 を用 いて 、未

知 語 の 可能 性 の あ る部 分 の み を 事 前 に 抽 出 し処 理

して い る。そ の 結 果 、高 速 で 高 精 度 な未 知 語 予 測 が

実 現 で き た 。 実 験 の 結 果 、F値 は 人 名 に 対 して

89,49%、 地 名 に 対 して91.14%で あ っ た。 ま た 、 前

処 理 を行 う こ とで 、 処理 速度 を25倍 に高 速 化 す る

こ とが で き た。

・ "Chinese Chunk Identification Using SVMs

 plus Sigmoid" by Yongmei Tan, Tianshun Yao,

Qing Chen and Jingbo Zhu (Northeastern

 University) (pp.7-13)
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SVMを 用 い て 中 国 語 の チ ャ ン ク認 定 を行 うも ので あ

る。利 用 して い る素 性 は 、チ ャ ン ク認 定 を行 う単 語

お よび 前 後2単 語 の 範 囲 の 語 形 、品 詞 、チ ャ ン ク認

定結 果(前 の 単 語 の み)で あ る。チ ャ ン ク種 別 は7種

類 で あ り、各 種 類 ご とにチ ャ ン クの 先 頭 、 内部 の2

種 の 区別 が あ る。 従 っ て 、出 力 と して は 、チ ャ ン ク

外 も含 め て15種 類 とな る。SVMは2値 分 類 器 で あ

る の で 、各 出 力 種 別 ご と にSVMを 作 成 し、そ れ らの

出力 か ら最 終 的 な認 定結 果 を得 て い る。 こ こで 、各

SVMの 出 力 を 正 規 化 して 比 較 す る た め に 、 Sigmoid

関数 を用 い てSVM出 力 を[0,1]区 間 に 写 像 して い

る。 実 験 の 結 果 、F値 は77%な い し100%で あ った。

・  "Automatic Learning of Parallel Dependency

Treelet Pairs" by Yuan Ding and Martha Palmer

 (Univ. Pennsylvania) (pp.30-37)

木 構 造 の 変 換 を 用 い た 統 計 的 な 機 械 翻 訳 シ ス テ ム

を提 案 した もの で 、著 者 が す で に 発 表 した パ ラ レル

コー パ ス を用 い て 依 存 木 の 語 の 配 置 を行 うア ル ゴ

リズ ム を発 展 させ て 、木 構 造 の ペ ア を 文 の長 さに対

す る多 項 式 時 間 で 自動 学 習 し、英 語 と中 国語 との木

構 造 の 対 応 を と る シ ス テ ム を作 成 して い る。 これ

は 、ま ず 対 応 す る木 の ペ ア をtreelet pairと 称 し、

それ に 対 して 各 々 の 木 を 語 の か た ま り とみ な し、語

と語 の 翻 訳 確 率 を計 算 す るた め の 統 計 的 翻 訳 モ デ

ル をす べ て の 木 の ペ ア に 適 用 して 訓練 す る。次 に各

treelet pairに 対 して 、根 以 外 の 節 に対 す る語 間

のマ ソ ピン グ確 率 を計 算 し、最 も よ く対 応 す る語 の

ペ ア を ヒュー リス テ ィ ック な 関数 で選 択 す る。この

語 の マ ッピ ン グが 構 文 的 な条 件 を満 た して い れ ば 、

木 の 部 分 的 な 対 応 を とって も とのtreelet pairと

置 き換 え、こ の操 作 を繰 り返す 。以 上 の よ うな 手順

で 、 約78万 のtreelet pair(各 ペ ア が5.26個 の

語 を 含 む)を 得 て 、約 半 数 が 正 しい とい う結 果 を得

る こ とが で きた。

・  "Automatic   Genre   Detection   of   Web

 Documents"  by Chul Su Lim, Kong Joo Lee, and

Gil Chang Kim (KAIST) (pp.69-76)

韓 国 の グル ー プ の 発 表 。 こ こで 述 べ る ジ ャ ン ル と

は 、 ニ ュー ス 、小 説 、詩 とい った 、 ウェ ブ の ドキ ュ

メ ン トの 区別 で 、 内 容 で あ る トピ ック(ス ポ ー ツ 、

経 済 な ど)と は異 な る。 この 研 究 で は 、1224の ド

キ ュ メ ン トを使 っ て 、まず ウェ ブ の ジ ャ ンル を非 語

彙 的 な もの(個 人 の ホ ー ムペ ー ジ、公 共機 関 の ホ ー

ム ペ ー ジ、商用 の ホー ムペ ー ジ な ど8っ)と 語 彙 的

な もの(ジ ャ ー ナ ル 、研 究 、FAQな ど8つ)に 人 間

が 分 類 して コー パ ス を 作成 した 。そ して これ らか ら

特徴 抽 出 す る。 特徴 は 、URLやHTMLタ グか らの 特

徴 、テ キ ス ト(文 ご との 語 数 な ど)や 品詞 か ら得 ら

れ る トー ク ン情 報 、語 彙 的 な特 徴(た とえ ば 論 文 で

は 語 彙 が 豊 富)、 構 造 的 な情 報(名 詞 句 、動 詞 句 な

どの 句 か ら得 られ る情 報 や 、日付 、時 間 な どの 情 報)

とい っ た もの を用 い た。これ で ドキ ュ メ ン トを 分類

した と ころ 、約75%の 精 度 を得 た。

・ "Statistical Substring Reduction in Linear

 Time" by Xuegiang Lue, Le Zhang, and Junfeng

Hu (Peking Univ.) (pp.77-82)

北 京 大 学 の グル ー プ に よ る発 表 。n-gram string(n

個 の 文 字 連 鎖)を 統 計 的 に 求 め る と き に 、同 じ頻 度

を持 っ 部 分 文 字 列(た と え ば 、 「中華 人 民 共 和 国 」

に 対 す る 「華 人 民 共 和 国 」)を 取 り除 くこ とは 重 要

で あ る。 これ ま で の アル ゴ リズ ム で は 、 この よ うな

こ と を行 うた め に は 、 文 字 列 の 長 さnに 対 して 、2

乗 の オ ー ダ ー の 計 算 時 間 が か か って いた が 、文 字 列

集 合 の 中 に あ る 文 字 列 を 昇 順 に ソー トす る こ とに

よっ て 、この 計 算 時 間 の オ ー ダー をnの 範 囲 で 押 さ

え る アル ゴ リズ ム を 開発 した。 これ に よ っ て 、高速

に 、無駄 な 部 分 文 字 列 を 取 り除 く こ とが で き る よ う

に な っ た。
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・ "BBS  Based  Hot  Topic  Retrieval  Using

Back-Propagation Neural Network" by Lan You,

Yongping Du, Jiayin Ge, Xuanjing Huang, Lide

Wu (Fudan Univ.) (pp.99-106)

復 旦 大 学(上 海)の グ ル ー プ に よ る 発 表 。BBS

(Bulletin Board System)は 、イ ン ター ネ ッ ト上 で

テ ー マ を決 め て 議 論 を行 うシ ステ ムで あ るが 、そ の

中 で 今 何 が 最 も話 題 に な っ て い る か を 自動 抽 出 し

よ う とい う試 み で あ る。 その よ うな話 題 の 特 徴 は 、

多 くの 質 の 高 い メ ッセ ー ジが あ る こ と、多 くの 著者

が 論 じて い る こ と、話 題 へ の反 応 が速 い こ と、そ の

話 題 の権 威 に よ って 書 か れ て い る こ と、多 くの 読者

の 関 心 が 高 い こ とな どが あげ られ る。この シ ス テ ム

は 、著者 の解 析 か ら権 威 者 を 見つ け る と と もに 、BBS

か らス レ ッ ドを 抽 出 して 解 析 し、そ の デ ー タを バ ッ

ク プ ロパ ゲ ー シ ョン ニ ュー ラ ル ネ ッ トワー ク を 用

い て ク ラ ス タ リン グす る。これ らの 解析 結果 を も と

に 、 何 が 話 題 に な っ て い る か を 同 定 す る もの で あ

る。 これ を 用 い てF値 を計 算 した結 果 、7000弱 の

BBSに 対 して84%程 度 にな り、 他 の 方 法 よ りよい 結

果 を得 る こ とが で きた 。

・  "A Novel Pattern Learning Method for Open

Domain Question Answering  by Yongping Du,

Xuanjing Huang, Xin Li, and Lide Wu (Fudan

Univ.) (pp.286-293)

復 旦 大 学(上 海)の グル ー プ に よ る発 表 。分 野 を限

定 しな い 質 問 応 答 シ ステ ム に 対 して 、質 問 の パ ター

ン を分 類 し、そ れ に対 す る答 を ウ ェ ブか ら 自動 学 習

しよ うとす る もの で あ る。質 問 を 、焦 点(何 を聞 い

て い るの か)、固 有 名 詞(質 問 中 に現 れ る 固有 名 詞)、

動 詞(質 問 の 主 動 詞)、 名 詞 句(質 問 中 に現 れ る名

詞 句)を 用 い て解 析 し、そ れ に 対 す る答 の型 を場 所 、

人 名 、数 、 日付 、組 織 、名 詞 句 の6つ に 分 け る。 こ

れ らの 質 問 と答 のパ タ ー ン を 学 習 し、それ ぞ れ に ス

コ ア を つ け る 。 こ れ を 用 い て 、Text Retrieval

Conference(TREC)の500の 質 問 に適 用 して ウ ェブ

の サー チエ ン ジ ン(Google)か ら答 を学 習 させ た。評

価 は 、MRRと い う指標 を用 い た 。 この 指 標 で 最 も よ

い 結 果 で精 度 が0.309に な った 。

・  "Chinese Named Entity Recognition Based on

Multilevel Linguistic Features" by Honglei

Guo, Jianmin Jiang, Gang Hu, and Tong Zhang

 (IBM) (pp.294-301)

IBMグ ル ー プ に よ る発 表 。 中国 語 の解 析 で 問題 に な

って い るの は 、固 有 名 詞 を どの よ うに 同 定 す るか と

い う問 題 で あ る。す べ て漢 字 で 書 か れ 、語 間 に切 れ

目の な い 中 国語 で は 、どの 部 分 が 固 有名 詞 で あ る か

を 認 識 す る の が 重 要 な 問 題 で あ る。 こ こ で は 、

robust risk minimization(RRM)と い う手法 を用 い

て 文 字 、単 語 ベ ー スで 中 国 語 の 固有 名 詞 を認 識 す る

シ ス テ ム に つ い て述 べ る。 こ こで は 、文字 に 対す る

条 件 付 き確 率 を用 い たRRMと い う尺 度 を用 い て 大

量 の デ ー タで 訓練 した確 率 を 計 算 す る。それ を用 い

て 実 際 の 固 有 名詞 を認 識 した と こ ろ、人 名 につ い て

は85.48%、 地 名 に つ い て は85.18%、 組 織 に つ い て

は72.92%な ど、 全 体 で79%程 度 のF値 を得 た 。

・ "A Study of Semi‐Discrete Matrix

Decomposition for LSI in Automated Text

Categorization"  by Qiang Wang, XiaoLong

Wang and Yi Guan (Harbin Institute of

Techno!ogy) (pp.302-309)

中 国 語 の 文 書 を カ テ ゴ リー 分 類 す る 手 法 に 関 す る

発 表 で あ る 。文 書 を 索 引 語 の リ ス トで 表 現 す る ベ ク

トル 空 間 モ デ ル(VSM)に お い て 、 Latent Semantic

Indexing(LSI)が 用 い ら れ て い る が 、 本 論 文 で は 、

文 書 ・ 索 引 語 行 列 を Singular Value

Decomposition(SVD)で は な く Semi-Discrete

Matrix Decomposition(SDD)で 分 解 す る 手 法 を 用 い

て い る 。 実 際 の 分 類 は 、k-NN(k最 近 傍)法 に よ っ て

い る 。 実 験 の 結 果 、LSIを 用 い る 方 法 が 単 純 なVSM

を 用 い る 方 法 よ り も8.21%精 度 が 向 上 し て い る 。
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・  "Combining Labeled and Unlabeled Data for

 Learning     Cross‐document     Structural

 Relationships"  by Zhu Zhang and llragomir

 Radev (Univ. Michigan) (pp.342-349)

修 辞 構 造 理 論(Rhetorical Structure Theory, RST)

は 、 ドキ ュ メ ン トの 談 話 構 造 を木 の よ うな 形 で 表 す

こ との で き る理 論 で あ る。 この理 論 に基 づ い て 、 ド

キ ュ メ ン ト間 の 構 造 的 な 関係 を 表 す ドキ ュ メ ン ト

間 構 造 理 論(Cross-document Structure Theory,

CST)が 著 者 の 一 人 に よ って 提 案 され た。 これ は 、話

題 の 関 係 す る ドキ ュ メ ン トの 間 の 文 ど う しの 対応

関 係 を示 そ う とい うもの で 、す で に複 数 ドキ ュ メ ン

トの 要 約 な どに応 用 され て い る。この 論 文 で は 、あ

らか じめ ラベ ル 付 け され た ドキ ュ メ ン トと、ラベル

付 け され て い ない ドキ ュ メ ン トとを 、教師 つ き の 学

習 を用 い て関 連 付 けす る実 験 に つ い て述 べ た。パ ラ

メー タ と して は 、文 の持 つ6つ の 品詞 の 一 致度 を 見

る浅 い 構 文 レベ ル の 特 徴 量 、 トップ レベ ル の句(名

詞 句 や 動 詞 句)の 対応 や 配 置 を 見 る深 い構 文 レベ ル

の 特 徴 量 な どが あ る。 これ に よっ て 、約0.87程 度

の 精 度 が 得 られ て い る。

・  "Window-based  Method   for   Information

 Retrieval" by Qianli Jin, Jun Zhao, and Bo

 Xu (Chinese Academy of Science) (pp.382-389)

情 報 検 索 の 評 価 尺 度 と して よ く用 い られ る もの に

tf-idfが あ る。 しか しな が ら、 見 か け 上 この 値 が

高 くて も、実 は本 来 検 索 す べ き情 報 で は な い ドキ ュ

メ ン トが含 まれ て しま うこ とが あ る。これ を防 ぐた

め に 、文 の 中に 窓 を 設 定 して 、そ の 窓 の 範 囲 内 に関

連 す る検 索語 が含 まれ て いれ ば 、よ り求 め る ドキ ュ

メ ン トに 近 い もの が 得 られ る の で は な い か とい う

の が この 論 文 の ア イ デ ィ ア で あ る。 窓 を固 定 した

り、動 的 に 窓 を 動 か した り、核 とな る語 を 中 心 と し

た 窓 を設 けた りす る こ とに よ って 、従 来 のtf・idf法

よ りも よい 結 果 を得 る こ とが で きた。

・ "The Roleof Semantic Information inLearning

Question Classifiers" by Xin Li, Dan Roth,

 and  Kevin  Small  (Univ.  Illinois  at

Urbana-Champaign) (pp.451-458)

質 問 文 を ク ラ ス分 け す る の は 、通 常 の テ キ ス トの ク

ラ ス 分 け とは 異 な る。 質 問 文 は 一 般 的 に は 短 い の

で 、単 語 ベ ー スで の 情 報 が取 りに くい。 この論 文 で

は 、質 問 に 対 す る答 の 型 をま ず6つ の 基 本 的 な クラ

ス(省 略 、 実体 、記 述 、人 間 、 場 所 、 数値)に 分 け

る と とも に 、 それ らを さ らに 細 か い50の ク ラ ス に

細 分 化 す る。これ ら を機械 学 習 させ て 質 問文 の ク ラ

ス分 け に用 い る。上 記 の 上 海 の グル ー プ とや や 類 似

した ア プ ロー チ のや り方 で あ る。結 果 は 、ク ラ ス分

け の精 度 と して 、85～90%程 度 が 得 られ て い る。

・  "Annotation  of  Gene  Products  in  the

Literature with Gene Ontology Terms using

Syntactic Dependencies  by Jung‐jae Kim and

Jong C. Park (KAIST) (pp.528-534)

韓国のグループによる発表。医学文献か ら自動的に

遺伝子にかかわる項目を抽出す るシステムについ

て述べている。その方法は、形態素解析と構文解析

を用いてオン トロジー的な項 目を抽出し、遺伝子に

関する情報と、タンパク質の名称とが対応すること

を用いて遺伝子にかかわる項 目を引き出そ うとす

るものである。実際には211の 医学文献のアブス ト

ラク トをコーパスに入れてその半分を訓練用に使

用し、のこりの半分でどの程度情報が抽出できるか

を評価 した。この手法では、従来の手法に比べて著

しくよい89.7%が 正しくコー ド付けされた。

1.4パ ネ ル 討 論

・ Panel on Emerging Asian Language Processing

 Efforts

ア ジ ア の 少 数 言 語 に 関 す る言 語 処 理 の 状 況 に 関 す

るパ ネ ル で あ る。イ ン ドネ シア ・マ レー 語 に つ い て

Hamman Rizaか ら、モ ン ゴル 語 につ い てOchirか ら、
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チ ベ ッ ト語 につ い てDi Jiangか ら、 ウイ グル 語 に

つ い てYusup Abaidulaか ら、 そ れ ぞ れ 報 告 が あ っ

た。 座 長 はBenjamin Tsouで あ る。 イ ン ドネ シ ア ・

マ レー 語 を 除 い て 、日本 の ワー プ ロ黎 明 期 を 思 わ せ

る状 況 で あ り、文 字 コー ド、 フォ ン ト、入 カ シス テ

ム にっ い て の 報 告 が な され た 。言 語 処理 に 関 して 技

術 的 ・経 済 的 な支 援 を要 請 す る意 見 が 出て いた 。標

準 化 動 向 に つ い て 質 問 した が 、明確 な 方 向性 は な い

よ うで あ っ た。

・Panel  on  Multilingual  NLP  for  Public

 Information Services (2008 Digital Olympics)

こ のパ ネ ル は 、2008年 の 北 京 オ リン ピ ック に 向 け

て 、自然 言 語 処 理 技術 を 用 い た情 報 サー ビス を提 供

し よ う と い う試 み で あ る 。 こ の シ ス テ ム をMISS

(Multilingual Intelligent Service System)と 称

し、 ス ポー ツ 、観 光 、予 約 、シ ョ ッ ピン グ とい っ た

情 報 を音 声 、 テ キ ス トで3～6言 語 でPC、 mobile

の 形 で 提 供 し、人 間 と機 械 との 自動 イ ン タ フ ェー ス

を 目指 そ う と い う意 欲 的 な 試 み で あ る。 技 術 的 に

は 、音 声 認 識 、テ キ ス トの 読 み 上 げ 、機 械 翻 訳 、 自

然 言 語 理 解 、対 話 操 作 、 コン テ ン ツ な どが必 要 に な

る。2002年 か ら2004年 ま で に 、パ イ ロ ッ ト的 な研

究 を行 い(第1フ ェー ズ)、2005年 か ら2006年 に

か けて 拡 大 テ ス トを 行 っ て 、標 準 仕 様 を決 め(第2

フ ェー ズ)、2007年 に統 合 と試 行 を行 お う(第3フ

ェー ズ)と い うもの で あ る。中 国 の い くつ か の機 関

が 参 加 して い る。Yixin Zhongか ら発 表 され た。

これ に対 して 、Key-Sun Choi(Daejon), Robert Dale

(Sydney),  Keh‐Yih  Su   (Hsinchu),  Kumiko

Tanaka‐lshii    (Tokyo),   Hans   Uszkoreit

(Saarbruecken)の 各 パ ネ ラー か らそ れ ぞ れ コ メ ン

トが あ っ た。多 くの パ ネ ラー が この プ ロ ジ ェ ク トの

意 欲 を 買 い な が ら も、あ ま りテ ー マ を広 げ過 ぎ て 実

現 で き る か を危 惧 す る声 が 多 か っ た。 また 、 も し実

現 で き な か っ た場 合 の マ イ ナ ス の影 響 を 心 配 す る

声 も あ っ た。総 じて 、意欲 は 買 い な が ら も、 もっ と

テ ー マ を絞 り込 ん だ 方 が よい とい う意 見 で あ っ た 。

ま た 、4年 ご との オ リン ピ ッ クに 向 けて この よ うな

試 み が 継 続 され る こ と を望 む 意 見 も出 され た。

1.5ポ ス タ ー 発 表

・ "Using a Smoothing Maximum Entropy Model for

 Chinese Nominal Entity Tagging" by Jinying

 Chen,  Nianwen  Xue  and  Martha  Palmer

 (University of Pennsylvania) (pp.123-128)

中 国 語 の 固 有 名 詞 認 定 をME法(Maximum Entropy)

を 用 い て行 うも の で あ る。出カ ク ラ ス は6種 類 で あ

る。ME法 を適 用 す るに あ た ってGaussian priorを

用 い たSmoothingを 適 用 して い る。 ll万 字 の 学 習

デ ー タで 学 習 し、13.5万 字 の 試 験 デ ー タで 試 験 し

た 結 果 、F値 に して55～79%で あ っ た。 これ は 、5

回 未 満 の デ ー タ を 用 い な い 単 純 な カ ッ トオ フ 手 法

に 比べ て10～20%精 度 が 高 い。 また 意 味 に関 す る素

性 を利 用 しな い よ うにす る と、2～3%、 ク ラ スに よ

っ て は15%以 上 の 性 能 低 下 とな っ た。 さ らに 、学 習

デ ー タ を約2倍 に して 実 験 した とこ ろ1～15%の 精

度 向上 が得 られ た。誤 りデ ー タ を分 析 した結 果 、前

処 理 に利 用 して い る タ ガ ー の性 能 不 足 お よ び広 範

囲 な 文 脈 を 利 用 して い な い こ とが 誤 りの 主 な原 因

で あ る こ とが分 か っ た。

・  "Buildingaparallel bilingual syntactically

 annotated corpus"   by Jan Cui^in, Martin

 Cmejrek, Jiff Havelka and Vladislav Kuboh

 (Charles University) (pp.141-146)

チ ェ コ の グ ル ー プ に よ る 発 表 で あ る 。bilingual

syntactically annotated corpus で あ る

PCEDT(Prague    Czech‐Eng!ish    Dependency

Treebank)に つ い て の 設 計 思 想 と 内 容 を 述 べ た 。 既

存 の 主 なCzech-English bilingual corpusと して

Reader'sDigest corpusが あ る が 、 こ れ は 自 由 な

翻 訳 に よ る も の で あ り 、機 械 学 習 に 利 用 し に く い と

い う問 題 が あ る 。 そ こ でPCEDTで は 、 既 存 のPenn

Treebankを チ ェ コ 語 に 翻 訳 し 、 そ れ に 構 文 構 造 を

付 与 す る と い う 方 法 を と っ た 。構 成 文 法 を 利 用 した
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Penn Treebankの 構 文 構 造 を チ ェ コ 語 に 適 用 す る の

は 困 難 で あ る 。チ ェ コ 語 は 語 順 が 比 較 的 自 由 で 分 離

し た 構 成 素 な ど も あ り、依 存 文 法 に 基 づ く構 文 構 造

が 有 効 で あ る 。 従 っ て 、PCEDTで は 、 そ の よ うな 構

文 構 造 と し てPrague Dependency Treebankで 用 い

ら れ て き た も の を 利 用 す る 。 そ の 構 文 構 造 に は 、

analytica1な も の とtectogrammaticalな も の の2

種 類 が あ る 。Penn Treebankの 構 文 構 造 は ツ ー ル を

用 い て analytical dependency structure と

tectogrammatical dependency structureに 変 換 さ

れ る 。チ ェ コ 語 へ の 翻 訳 結 果 も い く つ か の ツ ー ル を

用 い て 上 記 の 構 文 構 造 が 付 与 され る 。

・"AGraph Grammar Approach to Map between

 llependency Trees and Topological Models"

 by Bernd Bohnet (University of Stuttgart)

 (pp.548-553)

依 存 文法 に基 づ く 自然 言 語 生 成 にお いて は、語 の 出

現 順 序 を依 存 木 か ら生 成 しな けれ ば な ら ない が 、語

順 が 自 由 な 言 語 に お い て は 、 こ の こ とが 困 難 で あ

る。 そ こ で 、 ドイ ツ語 の生 成 にお い て は 、依 存 木 と

表層 文 の 中 間 にtopologicalmode1を 設 定 す る方 法

が と られ て い る。しか し、従 来 のtopological mode1

は過 度 に 複 雑 で あ り、言 語 依 存 で あ った 。 さ らに依

存 木 か らtopologicalmodelへ 自動 的 に書 き換 え る

手 法 は 得 られ て い な か っ た 。 本 論 文 で は 、 適 切 な

topological mode1を 設 定す る こ とで 、 上 記 の 書 き

換 え をGraph grammarに よ って 行 え る よ うに した。

ま た 、コー パ ス か ら書 き換 え 規則 を 自動学 習す る 手

法 に つ い て も述 べ て い る。

・  "An  English-Hindi  Statistical  Machine

 Translation System"  by Raghavendra Udupa U

 and Tanveer A Faruquie (IBM India Research

 Lab) (pp.626-631)

英 語 か ら ヒン デ ィ語 へ の 統 計 的機 械 翻 訳 に 関 す る

論 文 で あ る。IBMモ デ ル1、2、3を 用 い て い る。

ferti!ity parameterを モ デ ル2か ら3に 効 率 良 く

transferす る こ と を 特 徴 と し て い る 。15万 文 の 英

語 ・ヒ ン デ ィ 語 対 訳 コ ー パ ス を 用 い て 学 習 し 、1032

文 で 試 験 し た と こ ろBLEU Scoreが0.1391、 NIST

Scoreが4.6296で あ っ た 。

2. Fourth Workshop on Asian Language Resources

  (ALR-04)報 告

ア ジ ア の 言 語 は 、文 字 や 文 法 を 取 っ て み て も 非 常 に

多 様 で あ る 。 こ の ワ ー ク シ ョ ッ プ で は 、 そ れ ら に っ

い て 情 報 交 換 し 、ア ジ ア に お け る 自 然 言 語 処 理 の 発

展 に 寄 与 す る と い う 目的 が あ る 。 全 部 で13件 の 発

表(1件 の キ ャ ン セ ル を 除 く)が 行 わ れ 、 そ の う ち

午 後3時 ま で に 行 わ れ た10件 の 発 表 を 聞 い た 。 こ

の う ち 日 本 か ら の 発 表 を 除 く8件 に つ い て ご く 簡

単 に 解 説 す る 。

"D
eveloping Asian language corpora standards

and practice"  by Zhonghua Xiao, Tony McEnery,

Paul  Baker,  and Andrew  Hardie  (Lancaster

University)は 、 有 名 な 英 国 の ラ ン カ ス タ ー 大 学 の

コ ー パ ス に 、 ベ ン ガ ル 語 や ヒ ン ズ ー 語 な ど の14の

南 ア ジ ア の 言 語 コ ー パ ス(音 声 を 含 む)を 構 築 し よ

う と す る も の で あ っ た 。

"Th
e  Formosan  Language  Archive:  Language

Processing  and  Linguistic  Analysis"   by

E!izabeth Zeitoun and Ching-hua The Formosan

Language  Archive:  Language  Processing  and

Linguistic Analysis" by Elizabeth Zeitoun and

Ching‐hua  Yu  (lnstitute  of  Linguistics,

AcademiaSinica, Taipei)は 、台 湾 列 島 の 諸 言 語(24

以 上 の 言 語 が あ る)に 対 し て2006年 ま で に コ ー パ

ス を 作 成 し 、語 の カ テ ゴ リな ど を 付 与 し よ う と い う

試 み で あ る 。

"H
andling  Dislocated  and  lliscontinuous

Constituents  in  Chinese  Semantic  Role

Labeling" by Nianwen Xue (Jinying Chenに よ る

代 理 発 表)は 、 ペ ン シ ル ベ ニ ア 大 学 の 中 国 語 の ト リ

ー バ ン ク に 意 味 を 付 与 し よ う と す る 試 み で あ っ た
。
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 "An Introduction to Chinese Corpora Resources

of 863 Program for Chinese Language Processing

and  Human-Machine  Interaction"   by  Qian

YueLiang  et  al.  (lnstitute  of  Computing

Technology of Chinese Academy of Sciences)1:ま 、

中 国 の 種 々 の 機 関 の 協 力 で 作 成 さ れ て い る863プ

ロ グ ラ ム とい う 中 国 語 関 連(テ キ ス ト、オ ー デ ィ オ

(音 声 合 成 、 音 声 認 識)、 イ メ ー ジ(文 字 画 像))の

コ ー パ ス の 紹 介 で あ っ た 。

  "Lexical descriptions for Vietnamese language

processing"  by Thauh Bon Nguyen et al. (IFI,

Hanoi)は 、 文 字 レ ベ ル か ら 、 品 詞 、意 味 カ テ ゴ リな

ど を 付 与 した ベ トナ ム 語 の デ ー タ ベ ー ス の 話 で あ

っ た 。

  "Acquiring Semantic Information in the TCL' s

Computational   Lexicon"    by    Thatsanee

Charoenporn et al.  (Communication Research

Laboratory)は 、 タ イ 語 の 電 子 辞 書 に 、 上 下 関 係 、

全 体 部 分 関 係 な ど の 意 味 情 報 を 付 与 し た 試 み で あ

っ た 。

残 りの2つ のshort paper,"lmplementation of an

OLAC‐based Linguistic Metadata System over a Set

of Heterogeneous Language Archives"  by Bu‐Yng

Chang et a1. (Academia Sinica, Taipei)と 、

 ``MINECQP二An Integrated Visualization Tool for

Corpus Mining"  by Asance Kawtrakul et al.

(Kasetsart University, Bangkok)は 、 前 者 が 中 国

語(繁 体 字)、 後 者 が タ イ 語 の コ ー パ ス に 関 す る も

の で あ っ た 。

こ の よ う に 、ア ジ ア の 種 々 の 言 語 の コ ー パ ス 化 、デ

ー タ ベ ー ス 化 が 進 ん で き て い る
。

3. International   Workshop   on   Machine

   Translation and Multilingua! Information

   Retrieval(MTMIR2004)報 告

6件 の 発 表 予 定 で あ っ た が 、1件 キ ャ ン セ ル され 、5

件 の 発 表 で あ っ た 。そ の う ち 日本 以 外 か ら の 発 表 は

次 の3件 で あ る 。
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 ・ "Approach to Automatic Translation Template

  Acquisition Based on Unannotated Bilingual

  Grammar Induction"  by Rile HU et al.

  (Chinese Academy of Science)

EBMTの 課 題 の 一 つ と し て 、 い か に 翻 訳 用 例

(translation template)を 集 め る か が あ る 。 対 訳 コ

ー パ ス を 両 言 語 のparserを 用 い て 解 析 し 、 部 分 木

を 対 応 さ せ て 翻 訳 用 例 と す る 手 法 で は 、 高 精 度 な

parserが 必 要 で あ る 。 本 論 文 で は 、 対 訳 文 に 現 れ

る 語 を spatially clustering と temporally

c!usteringと い う手 法 で ク ラ ス タ リ ン グ し、 句 の

グ ル ー プ(phrasal structure group)と し て 文 を 表

現 し て お き 、原 言 語 と 目 標 言 語 の 句 の 対 と して 翻 訳

用 例 を 求 め る 。 対 応 付 け に はDynamic Programming

を 用 い て い る 。 こ れ に よ っ てunannotated

bilingual corpusか ら翻 訳 用 例 を 収 集 す る こ と が

で き る 。

・  "An Improved Chinese Sentence Similarity

  Measure"  by Rongbo Wang et al.(Hong Kong

  Polytechnic University)

EBMTの 重 要 な 要 素 技 術 の 一 つ で あ る 文 間 の 類 似 度

計 算 に 関 して 、中 国 語 文 を 対 象 に 新 しい 指 標 を 提 案

し て い る 。従 来 は 類 似 度 と し て 単 に 共 通 す る 語 の 割

合 を 用 い て い た が 、 こ こ で 提 案 さ れ て い る 方 法 は 、

語 だ け で な く 語 列 に つ い て 考 慮 す る と と も に 各 語

に ウエ イ ト付 け して 類 似 度 を 計 算 す る も の で あ る 。

・  "CI‐based  NLU  Methodology:  Theory  and

  Application" by YiXin ZHONG

自然 言 語 理 解 を 、構 文 解 析 、 意 味 解 析 、 語 用 解 析 の

3段 階 で と ら え 、 す べ て の 段 階 を ベ ク トル 空 間 モ デ

ル で 表 す 方 法 を 提 案 して い る 。



4. Asian  Symposium  on  Natural  Language

 Processing to Overcome Language Barriers

 報 告

Satellite Eventと し て2日 に わ た っ て 行 わ れ た 。

4件 の 招 待 講 演 、1件 の パ ネ ル 、8件 の 口 頭 発 表 、

7件 の ポ ス タ ー 発 表 が 行 わ れ た 。 そ の う ち い く つ か

に つ い て 以 下 に 報 告 す る 。 以 下 ペ ー ジ 番 号 は

Proceedings of Asian  Symposium on Natural

Language  Processing  to  Overcome  Language

Barriersの も の で あ る 。

・  "Trends in Natural Language Processing to

Overcome Language Barriers"  by Eduard Hovy

 (University of Southern California) (lnvited

 Speech)

「自然 言 語 処 理 はtable look upで あ る」 とい う大

胆 な 方 法 論 を 展 開 した。 手 法 に は 各種 あ る もの の 、

利 用 す る情 報 源(corpusな ど)の 量 を増 や して ゆ く

と手 法 に よ る性 能 の 差 は縮 ま っ て く る。つ ま り、情

報 源 の 量 を 増 や す こ とが 重 要 で あ る と い う主 張 で

あ る。統 計 的機 械 翻 訳 な どを例 に 引 い てユ ーモ ア を

交 え た魅 力 的 な 講 演 で あ っ た。

 "Projects corresponding  to multilingual

environment in the "Asia Broadband Program"

by Shuichi Honda (Japanese Ministry of Public

Management,  Home  Affairs,  Posts  and

Telecommunications)  (lnvited  Speech,

pp.105-127)

Asia Broadband Programの 紹 介 とCRLやATRで の

研 究 や ア ジ ア と のcollaborationに 関 す る発 表 で

あ る 。ま た 、先 に 行 わ れ たAsiaBroadband SympQsium

の 内 容 に っ い て も 講 演 した 。

・ Example‐Based Machine Translation Based on

TransユatlOn        CQrresponding        Tree

Representation" by WONG Fai,TANG Chi Wai, DONG

Ming Chui, MAO Yu Hang, LI Yi Ping (Tsinghua
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University et al.) (pp.31-38)

EBMTの 翻 訳 用 例 をbilingual corpusか ら収 集 す る

方 法 に 関 す る 論 文 で あ る 。 通 常 、 翻 訳 用 例 は

bilingual cQrpusの 原 言 語 側 と 目標 言 語 側 の 双 方

を構 文解 析 し、構 文 木 を対 応 させ る こ とで 収集 す る

が 、ポ ル トガ ル 語 と 中国 語 の よ うに文 法 構 造 が 大 き

く異 な る 言語 間 で は 、構 文 木 の 対 応 が つ か ない 場 合

が 多 く、翻 訳 用 例 を 多 く集 め る の が 困難 で あ る。そ

こで 、本 論 文 で は原 言 語 側 のみ 構 文解 析 し、原 言 語

側 の 構 文 木 の 各 ノー ドに 目標 言 語 側 の 単 語(列)を

対応 させ る とい う手 法 を用 い て い る 。これ に よ って

木 同 士 の 対応 がつ か な い とい う問題 が 回避 で き る。

さ らに 、原 言 語 の構 文解 析 をChomsky normal form

の文 法 で行 う こ とで 、翻 訳 用 例 に 語 順 の 入 れ 替 え情

報 を指 定す る こ とが 自然 に で き る。

・  "Putting   NLP   Tools   into   Action

 Incorporating NLP Tools in Web-based Language

Learning Environment"  by Md Maruf Hasan,

Kazuhiro Takeuchi, Virach Sornlertlamvanich,

Hitoshi Isahara (CRL) (pp.85-90)

形態素解析や電子辞書などNLP toolsを 組み合わせ

て外国語学習のための学習環境をWeb上 に実現し

た。読解支援、作文支援、教材作成支援(教 員用)

などを行 うものである。

あ とが き

今 回 のIJCNLPは 、 ア ジ ア で初 め て のNLPに 関す る

international joint conferenceで あ っ た 。 参 加

者 も多 く充 実 した 議 論 が 展 開 され た 。 日本 、韓 国 か

らの 発 表 は い つ も どお り多 か っ た が 、中 国 か らの発

表 も多 く かっ 優 れ た もの で あ っ た。 次 回 のIJCNLP

は 、2005年10月 こ ろに 韓 国 済 州 島 で 開か れ る予 定

で あ る。
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一
Use of Machine Translation in India

Sivaji Bandyopadhyay, Jadavpur University

Introduction

India has 180fficially recognized languages which are written in 10 different scripts:Assamese, Bengali,

English, Gujarati, Hindi, Kamada, Kash血ri, Konkani, Malayalam, Manipuri, Marathi, Nepali, Oriya,

Punjabi, Sanskrit, Tamil, Telugu, and Urdu. Hindi is the official language of India. English is very widely

used in the media, commerce, science and technology and education. Many of the states have their own

regional language, which is either Hindi or one of the other constitutional languages. Only about 5%ofthe

population speaks English.

In a large multi-lingual society like India, there is a great demand for translation of documents from one

language to another. Most of the state governments work in the respective regional languages whereas the

Union Government's o伍cial documents and reports are in bilingual form(Hind祀nglish). In order to have a

proper communication血ere is a need to貸anslate these documents and repo貢s in the respective regional

languages. The newspapers in regional languages are required to translate news in English received from

International News Agencies. With the limitations of human translators most ofthis information(reports and

documents)is missing and not percolating down. A machine assisted translation system or a translator's

workstation would increase the efficiency ofthe human translators.

As is clear from above, the market is largest for translation from English into Indian languages, primarily

Hindi. Hence, it is no surprise that a majority of the Indian Machine Translation(MT)systems are for

English-Hindi translation.

Machine Translation in India is relatively young. The earliest efforts date from the late 80s and early 90s.

The prominent among these are the projects at Indian Institute of Technology(IIT)Kanpur

(http:i/www.iitk.ac.in/), University of Hyderabad(http:riwww.uohyd.ernet.in/), National Center for Software

Technology(NCST)Mumbai(now, CDAC, Mumbai)(h :11www.ncstemetjn!)and Center fbr

Development of Advanced Computing(CDAC)Pune(ht:〃www.cdacindia.co】n/). The Technology

Development孟n Indian Languages(TDIL)(h :〃tdil.mit.・ov.in), an initiative of the Department of IT,

Ministry ofCommunications and Information Technology, Government of India, since 1990-`91 has played

an instrumental role by funding these projects. The following domains have been identified for the

development of domain specific translation systems:government administrative procedures and formats,

parliamentary questions and answers, pharmaceutical information,1egal te面nology and impo質ant

judgments, and so on.
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Since the mid and late 90's, a few more projects have been initiated‐at Indian Institute of Technology(IIT)

Bombay(http:1/www.iitb.ac.in/), International Institute of Information Technology(IIIT)Hyderabad

(http://www.iiit.net/), Anna University‐ KB Chandrasekhar Research  Center(AU-KBC)Chennai

(http:〃www.au-kbc.orQ/)and Jadavpur University Kolkata(http:〃www.iadavpur.edu1).

There are also a couple of efforts from the private sector-from Super Infosoft Private Limited,

recently, the IBM India Research Laboratory.

and more

Asurvey of the machine translation systems that have been developed in India for translation from English

to Indian languages and among Indian languages reveals that the MT softwares are used in field testing or are

available as web translation service. These systems are also used for teaching machine translation to血e

students and researchers. Most of these systems are in the English-Hindi or Indian language-lndian language

domain with only one system in the English-Kannada language domain. The translation domains are mostly

government documents/reports and news stories. There are a number of other MT systems that are at their

various phases of development and have been demonstrated at various forums. Many of these systems cover

other Indian languages beside Hindi.

1MT Systems in Field Testing or as Web Service

The following machine translation systems are either being used in field testing or are available as a web

service. Most of these systems are in the English-Hindi language domain with one exception of an

English-Kannada machine translation system.

1.1ANGLABHARATI Technology

The ANGLABHARA TI project was launched by Professor R . M. K. Sinha at the Indian Institute of

Technology, Kanpur in 1991 for machine aided translation from English to Indian languages . The system's

approach and lexicon is general-purpose, but has been applied mainly in the domain of public health

campaign. This technology is being extended to another domain for translation of Financial and

Supplementary Rules of Government of India and related correspondence. The project is primarily based at

IIT-Kanpur(htt:〃www.cse.iitk.acjnノ), in collaboration with CDAC, Noida(h聖:1γwww .cdacnoida.com),

and has been funded by TDIL.

The Anglabharati methodology was used to design a functional prototype for English to Hindi on Sun

system. Feasibility on extending this for English to Telugu/Tamil was also demonstrated . The outcome ofthis

project has been release of the first version of the software named AnglaHindi(an English to Hindi version

based on Anglabharti approach)that accepts English text with almost no constraints on its form . AnglaHinrli

has also been web-enabled and its beta version is available for on-line translation at URL:

htt:〃an lallindi.iitk。ac.in. The link to the、4ηg1α 伍 加1i web translation service is also maintained at the TDIL
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the  British  Computer  Society  Natural  Language  Translation  Specialist  Group

(http:〃www.bcs.org.uk/s{ggroup/nalatra11/). The Center fbr Development of Advanced Computing(CDAC),

Noida has developed a machine aided translation system that translates public health campaign documents

from English to Hindi using the、4nglabharati approach. At present, IIT Kanpur is executing non-exclusive

technology transfer ofAnglabharati technology and the AnglaHindi system with the various resource centers

of the TDIL project for development of machine translation systems using the Anglabharati technology from

English to the respective languages)catered by the resource center. Anubharati is a recent project at IIT

Kanpur, dealing with template-based machine translation from Hindi to English, using a variation of

example-based machine translation. An early prototype has been developed and is being extended. The

contact person is Prof. RMK Sinha(rmk(acse.iitk.ac.in).

1.2MANTRA MT System

MANTR,4(MAchiNe assisted TRAnslation tool)translates English text into Hindi in a specified domain of

personal administration, specifically gazette notifications, office orders, office memorandums and circulars.

Mantra uses Lexicalized Tree Adjoining Grammar(LTA G)to represent the English as well as the Hindi

gr…. It uses畑 伽 ηg C-r(TA G)for parsing and generation. The input to the伽rαsystem

can be through text documents, outputs of speech recognition programs or OCR packages. The Mantra has

become part of the permanent research collection on Information Technology at Smithsonian Institution's

National Museum of American History. Further details about theルfantra system can be obtained from the

CDAC website http://www.cdacindia.com%html;aai,%mantra.asn.

The project has been funded by TDIL. Later, it received funding from the Department ofOfficial Languages,

Government of India for specific domain of Government of India Appointment Letters. The system is

cu皿ently being tested at several ministries in血e Central Government. The Mantra Technology is being

expanded to translate English texts into other Indian languages such as Gujarati, Bengali, and Telugu as well

as on extending to the domain of parliament proceeding summaries. The domain for Hindi translation is

being expanded from the domain of personnel administration to other domains like banking, transportation

and agriculture. The contact person is Dr Hemant Darbari(darbari⑳cdac.ernet.in).

1.3ANUSAARAKA MAT System

Amachine aided translation system(ANUSAARAKA)among Indian languages has been built with funding

from the TDIL project. Anusaaraka is a Language accessor rather than a machine translation system in true

sense. Anusaarakas have been built from Telugu, Kannada, Bengali, Marathi, and P呵abi to Hindi. Alpha

versions of all of these have been released so that their field testing can be carried out. The beta-versions are

expected to be released soon.

It is domain free but the system has mainly been applied for translating children's stories. An e-mail server
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been established for the Anusaarakas. It currently holds alpha-versions of Anusaarakas from Telugu,

Kannada, Marathi, Bengali, and P呵abi into Hindi. The purpose of the alpha-version is to invite people to

join and work for its improvement. To run the Anusaaraka on a given text, a-mail has to be sent to

llalld伽allu.uoh d.ernet.in with the name of the language in the su句ect line. For example, if'telugu'is put in

the subject line, it automatically runs the Telugu to Hindi Anusaaraka. The output produced is sent back to

the sender. The computer keeps a copy of the output for a later study ofresults. The text should be in 7-bit

ISCII coding, Si血larly help by mail is available if mail is sent with subject`Help'. The systems with

complete source code and language data are available as"free"software and can be downloaded from the

website of the Language Technologies Research Center, Indian Institute of Information Technology,

Hyderabad(http:,"iltrc.iiit.net/).

The project originated at IIT Kanpur, and later shifted mainly to the Centre for Applied Linguistics and

Translation Studies(CALTS), Department of Humanities and Social Sciences, University of Hyderabad. It

was funded by TDIL. It is now being carried out at the Language Technologies Research Center, Indian

Institute of Information Technology, Hyderabad舳 ㎞ancial suppo面om Sa呼am Co即uters Private

Limited. The contact person is Prof Rajeev Sangal(san a1々)iiit.net).

1.4SHIVA and SHAKTI MT Systems

Two machine translation systems from English to Hindi, Shiva and Shakti are being developed j ointly by

Carnegie Mellon University USA, Indian Institute of Science, Bangalore, India, and International Institute of

Information Technology, Hyderabad. The two experimental systems have been released for experiments,

trials, and user feedback. The Example-based Machine Translation system(Shiva)can be run from the site

(htta://ebmt.serc.iisc.ernet.in/mt/lo ig n.html)and the machine translation system(Shakti)can be run from its

own site(http:/ishakti.iiit.net).

1.5UNL-based English-Hindi MT System

The Indian Institute of Technology, Bombay has developed a machine translation system for translating from

English to Hindi using the Universal Networking Language(UNL)as the interlingua. The UNL is an

international project of the United Nations University, with an aim to create an Interlingua for all major

human languages. IIT Bombay is the Indian participant in iJNL. The MT system can be used at the site

http://www.cfilt.iitb.ac.i≫/macpine-ti・anslatioiyeng-hindi-mt. They are also working on MT systems from

English to Marathi and Bengali using the LTNL formalism. The contact person is Prof. Pushpak Bhattacharya

(pb@cse.iitb.ac.{n).

1.6MATRA MT System

The Natural Language group of the Knowledge Based Computer Systems(KBCS)division at the National

Centre fbr Software Technology(NCST), Mumbai(currently CDAC, Mumbai)is working onルfaTra,
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ahuman-aided transfer-based translation system for English to Hindi. The work is supported under the TDIL

Pr(eject. TheルfaTra lexicon and approach is genera1-purpose, but the system has been applied mainly in the

domains ofnews, annual reports and technical phrases, and has been funded by TDIL.

AHybrid approach system vaakya has been developed at NCST, Bombay for translating English news

stories to Hindi. The system can handle single verb sentences. Prototype Vaakya system is now being

enhanced and adapted for providing web translation service to the news agencies from English news stories

to Hindi. More details about the Ma rra system can be obtained from the NCST website

http:1!www.ncst.emetjn1㎜tra!. They are using the translation system in a pr(eject on Cross Lingual

Information Retrieval that enables a person to query the web for documents related to health issues in Hindi

(ht:〃www.ncstemet.in/ro'ects/clir/). The contact person is Ms. Kavitha Mohanraj

(kavithamωncst.ernet.m).

1.7English‐Kannada MT System

The Computer and Infbrmation Sciences Depa血nent at the University of Hyderabad has worked on an

English-Kannada MT system, using the Universal Clause Structure Grammar(UCSG)formalism. This is

essentially a transfer-based approach, and has been applied to the domain of government circulars, and

funded by the Karnataka government. Currently, efforts are on to improve the system and apply it for

English-Telugu translation as well. Further details about the English-Kannada machine aided translation

system can be obtained from their website ht:〃www,lan ua etechnolo ies.ac.iMerc!maVmathtm, The

contact person is Prof. K Narayana Murthy(l nmcs(wuohyd.ernet.in).

1.8ANUVAADAK MT System

Super Infosoft Private Limited, Delhi have developed a general purpose English-Hindi machine translation

tool Anuvaadak 5,0 that supPorts post-editing. It has inbuilt dictionaries/or司 ワecific do〃rains e.9. of巨cia1,

formal, agriculture, linguistics, technical, and administrative. When Hindi meaning of the English word is

not available in dictionary, facility oftransliteration is provided. The software runs on any operating system

in the Windows family. A demonstration version ofthe system can be downloaded from the site

http:!/www.mysmartschooLcom'ylsiUOrtaUnortaLMSSStatic.ProductAnuvaadak. The contact person is Mrs.

A切ali Rowchowdhury(a旦iallr(納de116.vsnl.netin).

20ther MT Systems

The Computer Science and Engineering Department of Jadavpur University(http:%Iwww.jadavpur.edu/)is

working on an machine translation system ANUBAAD for translating English news items to Bengali using

hybrid approach. The current version of the system works at the sentence level. A separate activity is going

for developing a machine translation system for translating English news headlines to Bengali. A

demonstration version of the system has been developed. The English-Bengali MT system architecture has

been used to develop a English‐Hindi MT system that works at the simple sentence level. These
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systems are used for teaching the students and researchers who work in the area of machine translation.

The work was initiated as part of a Research Award granted to Prof. Sivaji Bandyopadhyay

幽i--iu伽s111.com)by the University Grants Commission(UGC)ofthe Government ofIndia in 1999.

Work on a Tamil-Hindi Anusaaraka system and an English-Tamil human aided machine translation system

is going on at the Anna University KB Chandrasekhar Research Centre(http:!/www.au-kbc.org/)at Chennai.

The contact person is Prof. CN Krishnan(rnkrish(u)au-kbc.org). Utkal University, Vanivihar is working on a

English-Oriya machine translation system OMTrans(http:11www.ilts-utkaLorglomtrans.htm). The contact

person is Prof. Sanghamitra Mohanty(san hg aml(≪rediffinail.com). The Department of Mathematics, Indian

Institute of Technology, Delhi is working on an English-Hindi example based machine translation system

and the contact person is Prof Niladri Chatter]ee(niladri@iitd.emetin). The IBM India Research Lab at

New Delhi has recently initiated work on statistical MT between English and Indian languages, building on

IBM's existing work on statistical MT.

3 Conclusion

MT is relatively new in India‐about a decade old. In comparison with MT efforts in Europe and Japan,

which are at least 3 decades old, it would seem that Indian MT has a long way to go. However, this can also

be an advantage, because Indian researchers can learn from the experience oftheir global counterparts.

Development of Speech-Speech machine translation system from English to Indian languages and among

Indian languages is the goal ofthe TDIL project and the various resource centers under the TDIL project are

working towards that. Works on developing machine translation systems for other languages are also being

initiated. There are governmental as well as voluntary efforts under way to develop common lexical

resources, and to create forums for consolidating and coordinating NLP and MT efforts.

The time has come when translation activities in Indian languages should look beyond English as the source

or the target language. The countries in the Asia-pacific region are renewing their relations in the area of

tourism and trade. Controlled language machine translation systems in these domains from Indian languages

to the languages of the Asia-pacific region like Japanese, Chinese and others and vice-versa will foster the

development ofpeople-to-people contact in this region.
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AAMT取 材記事のご紹介

(1) 日本経済新聞夕刊(取 材記事) 2004年8月10日

「翻訳ソフ ト ビジネスや学習を強力にサポー ト」

(2)eと らんす8月 号(取 材記事) バベル プ レス発 行

     「AAMT報 告会 ・講演 会(6/1812004)関 連 記事 」 P1, P58～P61
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一

           機械翻訳に対するユーザとしての要望
翻訳者 吉川 潔

私は新会員ですが翻訳歴は古いです。20年 前にア

イビーエス社の桜井社長からパ ソコン通信で翻訳

ネットワークの構築を考えている。第一号にと要請

され新潟の田舎で翻訳を始めました。桜井社長は進

取の気迫に溢れた人で、SOHO形 態だけでなく、

機械翻訳の実用化のためにユーザ側の先頭に立ち

ました。AAMTの 設立総会で講演 しているので、

知る人も多いと思います。そ うい う事情で、私も機

械翻訳に関係 してきたので、ユーザとしての要望事

項をまとめてみました。

(1)自 動翻訳ソフ トの利点

●高速: 原稿がパソコン上に組み込んである場

合、全てを瞬時に訳 してくれます。私が10時 間も

要 した英文和訳を10分 で訳します。

●訳漏れが無い: 機械翻訳に漏れが無いです。原

稿から一語でも翻訳漏れを生じることは、翻訳者の

信用低下にな ります。漏れが無いという心理効果は

絶大です。

●数値の判読がを正確: 人の眼には、20000books

を2000冊 の本と訳すように、数値を誤読する恐

れがあります。 この不安 も解消されます。

●原稿が文法的に正確で短文の場合に、例えば、輸

入家庭製品の取扱説明書は老若男女が迷わずに使

用できるように作成 してあり、正確に高速で和訳 し

てくれます。

●和文英訳の場合に、日本文が標準的であっても英

訳文が思い浮かばない場合があります。その際に、

ヒン トを機械翻訳 ソフ トか ら得ることが毎 日数回

あります。

(2)機 械翻訳ソフ トの欠点

様々に指摘されていますが、原文が適正な日本語

(又は英語)で 記 してないと、適正に英訳(又 は和

訳)で きないことです。長文になるにつれて不明瞭

な訳にな ります。

翻訳者が受ける原稿は文法的に不適正な文章が多

いので、機械翻訳時に障害にな ります。

(3)欠 点 に対 す る 対 策 と して 、ユ ー ザ か らの 一 案

● 原 文 の 文 法 ミスに 対 して:

 私 が20年 前 に モ ル モ ッ ト役 とな っ た ソ フ トの

場 合 、事 前 に原 文 を 読み 、文 法 ミス の有 無 を調 べ 訂

正 して か ら、機 械 翻 訳 して い ま した。対 策 ソフ トで

は 、原 文 に ミス の疑 い が あ る場 合 、強 引 に不 鮮 明 な

翻 訳 を 強行 せ ず に 、エ ラー メ ッセ ー ジ を表 示 で き な

い で し ょ うか。

● 原 文 が長 文 の 場 合:

 前 述 の20年 前 の ソフ トは 、事 前 に 原 文 を読 み 、

関係 詞when, whichな どが あ る場 合 、 前 後 に 「/」

を挿 入 し、 そ の 部 分 を 別 個 に機 械 翻 訳 して い ま し

た 。対 策 ソ フ トで は長 文 を 自動 的 に短 文 化 し、そ の

枠 内 だ け翻 訳 し、前 後 の 文 節 との連 結 は ユ ー ザ の 判

断 に任 せ て もか ま い ませ ん。翻 訳 文 が 、不 鮮 明 な状

態 で 長 々 と続 くよ り、箇 条 書 き で巧 み に 表 現 した ほ

うが 理 解 しや す い か も しれ ませ ん 。

 原 文 ミス は千 差 万 別 で あ り、統 計 的 に 論 理 的 に 分

類 不 能 と推 定 します 。従 って 、 ソフ トで ミス に 完 壁

に 対応 す る こ と は無 理 で しょ う。それ を 強 引 に 訳 し

て い る か ら、不鮮 明 に な る と推 測 しま す 。 ミス を ユ

ー ザ に 的確 に 示 す こ とが
、 む しろ 重 要 か と思 い ま

す 。
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●原文の入力方法を一工夫すべきです。

 英字新聞や書籍の記事を和訳する際に、キーボー

ドから手で入力するのは厄介であり、誤入力の不安

もあ ります。そこで、スキャナを用いてみました。

しかし、英字の 「i」と 「1」と数字の 「1」を正

確に区別 して訳してくれません。こうい う問題 をス

キャナメーカと共に解決 してほしいです。

 原文にミスが多いので、出力(機 械翻訳)後 にチ

ェックが必要なことは覚悟 しています。それだけ

に、入力だけは盲 目的な作業で瞬時に確実にできな

いでしようか。

機械翻訳には前述のよ うに長所が多いですが、入力

と出力の両方に細心の注意を払わなければならな

い現状は、普及に大きな障害になるでしょう。

 (4)毎 日使用している感想

 機械翻訳は活用方法により部分的に非常に助か

ります。私は毎 日用いています。 ソフ ト価格 は

1万 円前後で あ り、多少の短所は我慢 できる

価 格帯です。 また、機械翻訳の研究開発から派生

した翻訳支援 ツールが、急激に進歩 し、非常に役だ

っています。中世の欧州で錬金術の研究が行われ、

化学の発展を促 したのと同じだと思います。機械翻

訳より古い30年 以上も前から自動食器洗い機が

開発 されていました。期待されながら、未完成の状

態は似たようなものと思います。最近、10万 円前

後で用途が限定されたモデルに人気がでてきたよ

うです。こうい うふ うに、自動翻訳 ソフ トも、長所

と短所の間に妥協点を見いだ し、ユーザ層を絞るべ

きかなと思います。メーカにとって、販売戦略や採

算性から課題があるで しょうが検討 して ください。

 原文 ミスや長文に起因する機械翻訳の悪例は、古

い翻訳者ですので豊富にあ ります。紙数の都合もあ

るので、それ らをアピールする方法の提案と共に、

また機会があったら報告したいです。以上、皆様に

役立てば幸いです。

             (新潟県三条市在住)
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インターネ ッ ト機械翻訳サービスー覧

AAMTイ ン ター ネ ッ トワー キ ン グ グル ー プ

★ 本ページでは、AAMT独 自調査による機械翻訳サービスを行なっているWebペ ージを記載しています。辞書引

  きサー ビスは原則として非掲載です。本ページに記載されていない機械翻訳サービス、あるいは記載されて

  いるサー ビスのURL変 更/停 止な どがありま したらご連絡頂けると幸いです。

★ 対象言語欄は、翻訳前あるいは翻訳後の言語として指定可能な言語を表 し、翻訳方向は表していません。

★ 以下のサイ トにアクセスしたことによる一切の損害を当協会は補償いた しません。

★ 2004年8月10日 現在/順 不同

サ イ ト(サ ー ビス)名

ajeeb

AltaVista Babel  Fish Translation

AMIKAI

@nifty

ATLAS

BIGLOBE

clickq Japan

Cyber G-BOC

英語ナビ

ePal.com

Excite

Foreignword. com

Free Translation. com

i-Engineering

翻訳対象/URL

Web  ;Text

対象言語

英アラビア

http://english. ajeeb. com

Web  ;Text 英仏独西伊葡中 日韓露

http://world. altavista. com/

;Text 英仏独西葡中 日韓

http://WWW. amikai.com

Web  ;Text 英 日

http://www. nifty. com/globa!gate/

;Text 英 日

http://software. fujitsu. com/jp/atlas/sample. html

Web 索検 英中日韓

http://honyaku. biglobe. ne. jp/

Web 日韓

http://www. clickq. com

Web  ;Text 英日中

http://www. g-boc. com/j/cyber/search/index. html

Web  ;Text 英 日韓

http://eigo-navi.com/

;Text 英仏独西伊葡中

http://www. epals. com/translation/

Web ;Text IMS Office,検 索 英 日中韓

http://www. excite. co. jp/world/

;Text 25言 語

http://www. foreignword. com/Tools/transnow. htm

Web  ;Text 英仏独西蘭葡ノル ウェイ

http://www. FreeTranslation. com/

3   3'
:Text  Filel            l 英中日韓

http://www. englink21.com/i-eng/guest/10c10001.htm
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Infoseek

Internet Osaka

石川新情報書府

itranslator

J-Server

金 沢100万 石 ま つ り

韓 国Web旅 行

関 西 コ ン シ ェル ジ ェ

国立健康 ・栄養研究所

Language Engineering

LogoMedia. net

LogoVista e‐Trans

Lycos Travel

祭 りだ!高 松 コ ン シェ ル ジ ェ

Microsoft Office Update Home

NAVER Japan

Newstran. Comm

新 居 浜 コ ン シ ェル ジ ェ

Paran Go Japan l

OCN

Padideh

Web Text 英中日韓

http://www. infoseek. co. jp/Honyaku

Text 英 日

http://ss2. inet-osaka. or. jp/

Web 英 日

http://shofu. pref. ishikawa. jp/

Text 英仏独西伊葡 日

http://itranslator. bowneglobal.com

Web Text Chat,掲 示 板 英中 日韓

http://www. j-server. com

Web 英日

http://www.100mangoku. net/

Web Text Chat,掲 示 板 日韓

http://korea. hanmir. com/

Chat, Mai1,掲 示 板 日韓

http://www. my-concierge. org/kansai/index. htm

健 康 関 連 ニ ュー ス 英中日

http://humpty. nih. go. jp/

Web Text ;File, Mail 英仏独西伊葡中日

http://www. lec. com/

Web Text ;File, Mail 英仏独西伊葡中日

http://www.10gomedia, net/

Web Text 英仏独西伊葡 日韓

http://e‐trans.10govista. co. jp/

Text 英仏独西伊葡

http://translation. lycos.com/

Chat, Mai1,掲 示 板 日韓

http://www. my‐concierge. org/shikoku/takamatsu/

Text 英日

http://software. fujitsu. com/jp/honyaku/eservice/index.html

Web Text 掲 示板, 検 索 日韓

http二//honyaku. naver. co. jp/

Web Text  News 英仏独伊西葡中日韓アラビア

http二//WWW. newstran. com/

Chat, Mail,掲 示 板 日韓

http://www. my-concierge. org/shikoku/niihama/

Web 日韓

http://gojapan. paran. com/index. htm1

Web Text 日英韓

http://www. ocn. ne. jp/translation/

Text 英アラビア語

http://www. padideh. org/trenglish. htm
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ParSit

Poltran. com

ProMT

Q州 マ イ ー コ ン シ ェル ジ ェ

・ ・
.i

Reverso

Rustran. com

Sakhr

瀬 戸 内 ・夢海 道 コン シ ェ ル ジ ェ

Sister Cities International

So‐net

SPORTS CHANBARA

sScience. com

Sysmeta

SYSTRANBox

Systranet. com

特許庁

TransLand

Transtar Web

TransWalker JC

TransWalker JK

Web Text 英泰

http://suparsit. com

Text 英葡

http://www. poltran. com/

Web Text :Mail 英仏独西伊露

http;//ww. online-translator. com/text.asp?1ang=en

Web Chat, Mail,掲 示 板 日韓

http://www. my-concierge. org/kyushu/

Text 英 日

http://read. jst. go. jp/

Web Text 英仏独西

http://www. reverso. net/

Text 英露

http://www. rustran. com/

Text 英アラビア

http://mason. gmu. edu/、aross2/sakhr. htm

Chat, Mail,掲 示 板 日韓

http://www. my‐concierge. org/shikoku/syodoshima/

Text 英仏独西伊葡 日

http://www. sister‐cities. org/sci/resources/translation

Web Text 英 日

http://www. so‐net. ne, jp/translation/

Web 英仏独西伊葡中日韓露泰

http://www. internationalsportschanbara. net/entry. html

Text 英 日

http://www. science. com/index_J. htm

Text ;Chat 日韓

http://www. sysmeta. com

Web Text 英仏独西伊葡中日韓露

http://trans. voila. fr/

Web Text iFile 英仏独西伊葡希

http://ww. systranet. com/systran/net

特許公報 英 日

http://www. jpo. go. jp/

Text 英 日

http://www. brother. co. jp/jp/honyaku/demo/index. html

Web Text 英中日

http://www. transtar. com. cn/en/transtech/transonline. asp

Text 日中

http://www. kodensha. jp/wai2/pdamt/jpekin/data. html

Text 日韓

http://www. kodensha. jp/wai2/pdamt/jseoul/data. html
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Transwiz

T‐sail I Full & Magic

通連国際

VIL Net

Yahoo Korea

ToggleText

金橋訳港世界通

マ ジ カ ル ゲ ー ト

A1-Misbar

中国馬鞍山

コネ ク ト ・イ ン タナ シ ョナ ル

the business mall

Tour2Korea

韓日文化交流

alittera translation service

Web‐a‐dex Internet Services

livedoor Translate

Web Text 英 日韓

http://transwiz. mobico. com/

Web Text 英仏独西伊葡 日韓露

http://www. t‐mail. com/cgi‐bin/tsail

Web Text ;Chat, File, Mail 英独中日露

http://www.165net, com/jpindex. jsp

Web Text 英 日

http://www. vil‐net. jp/hon/

Web 日韓

http://kr. japan. yahoo. com/

Web Text 英イン ドネシア

http://www. tQg91etext。 com/

Web Text ;Mail 英中日

http://www. netat.net/translation/borwse. htm

Web Mail 英中日韓葡仏伊西独

http://www. magicalgate. net/ja/index. html

Web Text 英アラビア

http://www. almisbar. com/salam_trans. html

Text 英 日中独露

http://www. maanshan. gov. cn/zxfy. htm

Mail 英 日

http://www. connect-i.co. jp/flextran/index. html

掲示板 日韓

http://www. b‐mall.ne. jp/bmO100/01 _kcciBBS. aspx

Web 日韓

http://japanese. tour2korea. com/12Home/translator. asp?konum=7

Web Text ;Mail 日韓

http://www. kjclub. com/jp/trans/trans_kj.html

Text 英仏独伊西葡露

http://www. alittera. com/Auto. asp

Web Text 英仏独伊西葡露

http://www. web-a‐dex. com/translate. htm

Web Text 英 日

http://translate. livedoor. com/
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イン トラネット向け翻訳支援システム

「CROSSROAD for Enterprise V2」

日本電気株式会社

1.は じめ に

  この た び 弊 社 は イ ン トラ ネ ッ ト向 け 翻 訳 支 援

シ ステ ム 「CROSSROAD for Enterprise V 2」 を

開発 いた しま した 。本 シ ス テ ム は 企 業 内 イ ン トラネ

ッ ト上 に 設 置 す るサ ー バ ー 型 の翻 訳 支 援 シ ステ ム

です 。企 業 ユ ー ザ殿 に よ る 実 績 で は 、典型 的 な社 員

の翻 訳 に 要す る 時 間 を 約3割 削 減 す る効 果 が 得 ら

れ て いま す。

(3)自 分たちの分野に適応

機械翻訳の品質 を高めてシステムを有効活用する

には、自分たちの分野に特有な単語を辞書登録する

必要があります。しか し訳語まで含めて辞書に単語

を登録する作業にはかなりのコス トがかか ります。

本システムでは利用者間で部門辞書を共有できる

ので、ひとりひとりが作成した辞書を統合して利用

部門全体の辞書を充実 させてゆくことが可能です。

2.開 発のねらい

 近年の社会活動全体のグローバル化に伴い、一般

の社会人が自分 自身で英語を読んだ り書いた りし

なければならない機会が急増 しています。本システ

ムはこのような状況に対応 した次のような特徴を

備えています。

(4)手 軽で安価

本システムではサーバーだけを管理すれば良いた

めメンテナンスの手間を低く抑えられます。また導

入部門全員でお使いいただけるため、ひとりあた り

の費用を低く抑えられます。

(1)情 報漏洩の心配な し

社内イン トラネッ ト上の翻訳サーバーに資源が集

中するため、情報が社外にもれる心配がありませ

ん。最近はWEB上 に無料の翻訳サイ トも存在 しま

すが、組織の活動に関わる書類を社外サイ トに無防

備に提供することは情報漏洩の危険を伴います。本

システムはこの点で安全です。

(2)迅 速に情報の受信 ・発信

本システムのもつ機械翻訳、定型ビジネス文例、翻

訳メモ リなど多彩 な機能を使 うことで迅速に情報

の受信 ・発信が行なえます。日常的に必要な情報を

一刻も早く入手するためには、利用者 自身で英文を

読んだり書いたりする必要があ ります。本システム

はその負担の軽減に役立ちます。

3.シ ステムの主な機能

 本 システムは、次のような多彩な機能で利用者の

英文読解 ・作成を支援 します。

(A)機 械翻訳

本システムは、英 日・日英の機械翻訳機能を装備 し

ています。まずざっと内容を翻訳 して内容を把握す

る目的に適 しています。機械翻訳の種類 としては、

直接入力 した文を翻訳する 「テキス ト翻訳」、WE

Bペ ージを翻訳する 「WEB翻 訳」、文書ファイル

のまま翻訳する 「ファイル翻訳」の各機能をご利用

いただけます。

 ファイル翻訳では次のファイル形式に対応 して

います。

38



・テ キ ス トフ ァ イ ル 形 式( .txt)

・HTMLフ ァ イ ル 形 式

・Microsoft Officeフ ァ イ ル 形 式

 (Word, Excel, PowerPoint)

・Acrobatフ ァ イ ル 形 式( .pdf)

(B)日 英対訳ビジネス例文集

英文を書くときに最も時間がかかるのは、単語や表

現の使い方の確認です。そのコス トを低減するため

に、典型的なビジネス状況で使 う英文レターとその

日本語訳の対訳文書例を豊富に用意 しました(ホ エ

ールズウェブ ・ドッ ト・コム社提供)。また1文 ご

との対訳文例も保持 しています(研 究社提供38万

対訳を含む40万 対訳)。 日英 ・英 日辞書も引けま

す。

  対訳文書 ・対訳文の選択方法 としては、木構造

をた どる方法、キーワー ドを入力して検索する方

法、書きたい文に近い類似文を得る方法、の3通 り

を用意 しました。書きたい主題に近い対訳文書例を

選択 し、それをひな型 として修正利用することで、

従来に比べずっと短時間で英文 レターが作成でき

ます。

4.シ ス テ ム構 成

  本 シ ス テ ム は 翻 訳 サ ー バ ー と翻 訳 エ ン ジ ンの

2つ の部 分 か ら構 成 され ます 。翻 訳 エ ン ジ ンを 複 数

台 用 意 して処 理 速 度 を上 げ る こ とが 可能 です 。翻 訳

サ ー バ ー のOSの 種 類 に よ っ て 次 の2つ の タ イ プ

が あ りま す。

(A)Windows版

 全 体 を1台 に納 め る こ とが で きま す 。翻 訳 サ ー バ

ー と翻 訳 エ ン ジ ン を分 離 した構 成 も可 能 で す
。

(B)L血ux・Windows版

翻 訳 サ ー バ ー をLinux、 翻 訳 エ ン ジ ン をWindows

と した 複 数 台構 成 で す。

詳 細 は 以 下 の 紹 介 ペ ー ジ を ご 参 照 く だ さ い 。

 http:〃WWW.SW.nec.co.jp!soft/

     crossroad enterprise/

お 問 い 合 わ せ 先:

 support@cross.jp.nec.com

(C)翻 訳メモ リ

マニュアルの改版がその典型ですが、翻訳済み文書

を再利用 し、それとの差分だけを翻訳することで新

規翻訳コス トを削減できる場合があります。この状

況に対応するため、本シ ステムには翻訳メモ リ機

能を搭載 しま した。新 しく翻訳すべき文に対 して、

それ と類似 した文を既存の翻訳文書の中か ら検索

します。次にその既存類似文に対する訳文を、新規

翻訳対象文の下訳とします。類似した文がない場合

に機械翻訳の結果を下訳に利用することもできま

す。本システムでは、原文と下訳とがエディタの左

右に表示 され、前後の流れを見ながら翻訳作業を効

率的に進められます。
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ビジネス文書解析力を向上、 ビジネス辞書を増強 し182万 語を搭載 した

「The翻 訳 オ フ ィ スn V7.0」

東 芝 ソ リュ ー シ ョン株 式 会 社

1.は じめに

 東 芝 ソ リュ ー シ ョ ン株 式 会 社 は 、 ビジ ネ ス 向 け英

日/日 英 翻 訳 ソ フ トの 新 商 品 と して 、 ビジ ネ ス文 書 解

析 力 を向 上 させ る とと も に 、 ビジ ネ ス辞 書 も増 強 し、

総 計182万 語 を 標 準 搭 載 した 「The翻 訳 オ フ ィ ス

V7.0」 を、6月25日 に発 売 しま した。 この 商 品 は 、

翻 訳 精 度 の 決 め手 とな る翻 訳 エ ン ジ ン の 文 書解 析 力 の

向上 と、 辞 書 語 数 の 増 強 に よ り、 特 に ビジ ネ ス分 野 で

の翻 訳 精 度 をア ップ させ て い ます 。翻 訳 エ ン ジ ンで は 、

海 外 か らの 技 術 レポー トや 製 品情 報 な ど ビジ ネ ス シ ー

ン に登 場 す る表 現 の 解 析 力 を 向 上 させ る こ とに よ り翻

訳 精 度 を従 来 商 品 よ り一 層 高 め て い ま す。 ま た 、 ビジ

ネ ス用 語 を 中心 に辞 書語 数 を 従 来 商 品 に32万 語 追加

した 、182万 語(英 日93万 語 、 日英89万 語)を

標 準搭 載 してい ます 。
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 さらに、新機能の 「対訳エディタ」では、文単位 ・

単語単位での原文と訳文の対応表示のほか、翻訳結果

の確認や新語の登録、語句の学習など翻訳に必要な作

業を一つの画面で行 うことができます。

 また、このような豊富な機能の中から使いたい機能

に簡単に到達できるよう 「The翻訳シンプルナビ」を搭

載 しました。 「The翻訳シンプルナビ」は利用者の習熟

度に従って画面を変更できるため、初めて使 う方から

習熟者まで、幅広いユーザ層に優れた操作環境を提供

します。

図1:対 訳 エ デ ィ タ画 面

(2)使 いたい翻訳機能がす ぐ使 える 「The翻訳シンプ

 ルナ ビ」

 The翻 訳の豊富な機能から使いたい機能を初心者で

も容易に選べるようにThe翻 訳シンプルナ ビ機能を搭

載 しま した。行いたい作業の概要が書かれたガイ ドボ

タンを押すことで、必要な機能がす ぐ使える状態で起

動され、機能の使い方も同じ画面に表示されるように

なっています。

 また、使い慣れた人向けに、よく使 う機能だけを選

択 しコンパク トなボタンで表示できるような設定も可

能で、初めて使 う方から習熟者まで幅広い利用者が個

人にあった操作性を得ることが可能になっています。

2.The翻 訳 オ フ ィ スV7.0の 主 な機 能

(1)使 いや す い 「対 訳 エ デ ィ タ」

 対訳 エ デ ィ タ は 、原 文 と訳 文 を対 比 表 示 しな が ら翻

訳 す る作 業 が 、 一画 面 上 で 切 り換 えず に で き る機 能 で

す 。 読 み 込 ん だ テ キ ス トの1文 ず つ の 対 応 表 示 、原 文

と訳 文 を 見比 べ な が ら1文 ず つ 翻 訳 、 あ るい は 全 文 ま

とめ て の翻 訳 、原 文 と訳 文 を 対 応 させ た 形 式 で の 印 刷

もで き ます 。 さ らに 、翻 訳 結 果 の 確 認 や 新 語 の 登録 、

語 句 の学 習 な ども 実行 可 能 で す。 ま た 、 翻 訳 結 果 を 原

文 と 訳 文 の 対 応 を 保 っ た ま まMicrosoft●Excelヘ コ

ピー で き る た め 、対 訳 形 式 で の 文 書 配 布 に も適 して い

ます 。

 こ の他 、音 声 ツー ル との連 携 に よ る文 字 入 力 、 翻 訳

結 果 の読 み 上 げや 、翻 訳 結 果 を メー ル エ デ ィ タに 出 力

した り、 メー ル を原 文 と して 取 り込 む こ と も可 能 で 、

様 々 な翻 訳 作 業 に利 用す る 事 が で き るツ ー ル に な っ て

い ます 。
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図2:The翻 訳 シ ン プ ル ナ ビ画 面

40



(3)ビ ジネス辞書を増強 し、総計182万 語を標準

 搭載

 翻 訳 エ ン ジ ン の ビ ジネ ス文 書 解 析 力 を向 上 、 ビ ジネ

ス辞 書 を増 強 す る こ とに よ り特 に ビ ジネ ス分 野 で の 翻

訳 精 度 を高 め て い ま す。 搭 載 辞 書 語 数 は 、 従 来 のV6.0

に比 べ て 、 英 日を76万 語 か ら93万 語 に 、 日英 を7

4万 語 か ら89万 語 に増 強 しま した。

(4)翻 訳 したい分野の文書登録で、翻訳精度を高める

  「セ レク トコーパス翻訳機能」

 翻 訳 した い 分 野 の 文 書 を コ ー パ ス ・1に登 録 す る と、

登 録 文 書 で 使 用 され て い た語 句 が優 先 して使 用 され る

の で 、 そ の 分 野 に適 切 な翻 訳 結 果 を得 る こ とが で き ま

す。例 え ば 、日本 語 の 証 券 関連 の 文 書 を 登録 して か ら、

本機 能 を使 うと、 「The stock of this brand brings

profit.」 とい う原 文 を、 「こ の銘 柄 の株 式 は利 益 を も

た ら します 。 」 と、 初 め か ら適 切 に翻 訳 す る こ とが 可

能 です 。

 この よ うに本 機 能 は 、 登 録 す る文 書 が 英 日の ペ ア で

あ る必 要 が な く、英 日翻 訳 な らば 日本 語 、 日英 翻 訳 な

らば英 語 の 文 書 だ け の 登 録 で よい た め、 参 考 に す る文

書 を集 めや す い とい う特 長 が あ りま す 。

原 文:The stock of this brand brings profit,

国語 に 日本 語 訳振 り機 能 を搭 載 して い ます 。 更 に 、マ

ウス カ ー ソル で 文 字 を ポ イ ン トして 自動 的 に訳 振 りを

す る 際 に は 、 ピン イ ゾ2の 表 示 が 可能 です 。

(8)Microsoft●Wordか らシ ー ム レス に 呼 び 出 せ る

  「翻 訳 ㏄R機 能 」

 Microsoft●Word画 面 上 に組 み 込 ま れ た ボ タ ン を ク

リッ クす る だ け で 、 「翻 訳OCR機 能 」を 呼 び 出 し、原稿

の ス キ ャ ン ・認 識 ・翻 訳 と い う一 連 の作 業 を 実行 、結

果 を直 接Microsoft●Wordに 出 力 す る こ とが で き 、印刷

原 稿 の 翻 訳 が 簡 単 に行 えま す。

(9)研 究社新英和 ・和英中辞典の標準搭載

 翻訳家 を始め広く使われている研究社新英和 ・和英

中辞典の標準搭載を電子辞書として搭載 してお り、翻

訳実務でニーズの高い辞書引きが可能です。

旦一 訳
この商楳のス トックは

利益をもたらします。

旦
  セレクトコーパス翻訳を

  使甲した胎

この銘柄の株式は利益

をもたらします。

図3:従 来の翻訳との比較

(5)Microsoft●Office2003な ど、 さま ざ ま な ビ ジ ネ

 ス ソ フ トウ ェ ア の最 新 版 に対 応

 さ ま ざ ま な ビ ジ ネ ス ソ フ ト ウ ェ ア の 最 新 版 に 対 応 し

ま し た 。Microsoft●Office2003を は じ め 、 Adobe⑪

Acrobat●6.0/Adobe Reader● 6.0、 Opera7～7.20、 一

太 郎2004な ど に 翻 訳 機 能 が 組 み 込 め ま す 。

3.The翻 訳 オ フ ィ スV7.0の 動 作 環 境(全 て 日本 語 版)

対 象 機 種:PC/AT互 換 機

CPU :Pentium⑪ 以 上/CerelonTM以 上 推 奨

メ モ リ :1ツ ー ル あ た り64MB以 上

デ ィ ス ク:最 小300MB～ フ ル イ ン ス トー ル710MB

対 応OS:Microsoft●Windows●98/98SE/Me/

2000Professional/XP Home Edition/XP Professional

連 携 可 能 な ソ フ ト ウ ェ ア お よ び バ ー ジ ョ ン に つ き ま し

て は 、 製 品 情 報URLを ご 覧 く だ さ い 。

■ 製 品 情 報URL

http://hon‐yaku. toshiba‐sol. co. jp/

(6)自 動 ア ップ デ ー トサ ー ビス の 提 供

 イ ン タ ー ネ ッ ト経 由 でThe翻 訳 オ フ ィス の レ ビジ ョ

ンア ップ を 行 うサ ー ビスパ ッチ検 索 とダ ウン ロー ド ・

セ ッ トア ップ を 実 行 す る 自動 ア ップデ ー トサー ビス機

能 を 提供 して い ま す 。 これ に よ り、ユ ー ザ は簡 単 な操

作 で 最新 の レ ビジ ョ ンに 更 新 す る こ とがで きま す 。

●Pentium、 Cerelonは 米 国 イ ン テル 社 の 商標 また は

 登 録 商 標 で す 。

● Microsoft、 Windowsは 米 国Microsoft Corporation

 の 米 国 お よび そ の他 の 国 に お け る登 録 商 標 ま た は

 商 標 で す 。

●  Adobe、 Adobe Acrobat、 Adobe Reader}よ 、 Adobe

 Systems Incorporated(ア ドビ シ ス テ ム ズ社)の

 米 国 お よび そ の 他 の 国 に お け る 登 録 商 標 ま た は 商

 標 で す 。

●The翻 訳 、 The翻 訳 オ フ ィ ス は 東 芝 ソ リュ ー シ ョン

 株 式 会 社 の 商 標 で す。

● そ の 他 、 本 文 中 の 商 品 名 称 は そ れ ぞ れ 各 社 が 商 標

 と して 使 用 して い る場 合 が あ りま す 。

● 本 製 品 の仕 様 は 予 告 な く変 更 され る場 合 が あ りま

 す。

(7)中国語の 日本語への訳振 りに発音表示を実現

ホ ー ムペ ー ジ 全 体 や ホ ー ム ペ ー ジ上 の指 定範 囲 の 中

*1こ こでは、狭義 の意味で電子化文書 を収集 し、デ… タベー ス化 し

 た ものを指す。 広義には資料文献の集成 、全集の意味、 *2中 国語の発音記 号

41



翻訳 した文章を追加するほと翻訳精度と作業効率が向上する、翻訳メモ リを新搭載

「専門分野 翻訳 これ一本 ビジネス ・科学技術編V2」

シャープ株式会社

1.は じめ に

 シ ャー プ は 、原 文 と訳 文 を 一組 に した26万 の 文

例 に加 え 、新 た に翻 訳 した 文例 を登 録 しデ ー タベ ー

ス と して 活 用 で き る 「翻 訳 メ モ リ」を 搭 載 した 英

日 ・日英 翻 訳 支 援 ソ フ ト「専 門 分 野 翻 訳 これ 一 本

ビジ ネ ス ・科 学 技 術 編V2」 を2004年7月23日 に

発 売 しま した 。

 シ ャー プ ヨー ロ ッパ 研 究所(英 国 オ ック ス フ ォー

ド)と の 共 同 開 発 に よ り、翻 訳 した い 文 と類 似 した

文 例 を 「翻 訳 メ モ リ」か ら 自動 的 に検 索 ・引 用 す る

"類 似 文 検 索"と
、そ の 際 、原 文 と検 索 され た 文 例

の 異 な る 箇 所 に つ い て も 自動 的 に 適 切 な 訳 語 に変

換 す る"非 マ ッチ 部 訳 語 自動 変換"を 実 現 し、翻 訳

精 度 と作 業 効 率 を さ らに 高 め る こ とが で き ま した 。

ま た 、 本 ソフ トを使 用 して い るパ ソ コ ン の 「翻 訳 メ

モ リ」デ ー タ は 、LAN環 境 で 共 有利 用 で き る た め 、

社 内や 学 校 な ど、グル ー プ内 の 複 数 人 で 共 通 の 翻 訳

環 境 を構 築 で きる よ うに な りま した。

2.主 な特長

(1)対 訳文例をデータベースとして活用できる「翻

訳メモ リ」を搭載

 最初からメモリとして登録 してある26万 対訳文

例に加え、新たに翻訳 した文例を登録することがで

き、このデータベースを活用すれば、次回以降の翻

訳作業の負担を大幅に軽減できます。

(2)入 力原文 と検索された文例の異なる箇所も自

動的に適切な訳語に変換する"類 似文検索+非 マッ

チ部訳語自動変換"を 搭載

 「翻訳メモ リ」内に原文 と類似 した対訳文例があ

れば 自動的に検索 ・引用 します。

 また、原文 と検索 された対訳文例 との間に部分的

に異なる個所(非 マソチ部)が あった場合でも、そこ

に対応する訳語を可能な限 り適切な訳語に自動変

換 します。

 原文 ・訳文が一目でわかる「対訳エデ ィタ」によ

り、翻訳手段に応 じた識別表示ができます。

 さらに、非マッチ部の識別表示もできるため、訳

文の見直 し作業も効率的です。

(3)LAN環 境 で 「翻 訳 メモ リ」の 共 有 が 可能

 LANに よっ て接 続 され た グル ー プ で 「翻 訳 メモ

リ」の デ ー タ を共 有 ・蓄 積 す る こ と も可 能 で す 。 こ

の と き、共 有PCに サ ー バOSは 不 要 で す 。個 々 の

PCに イ ンス トール され た 「翻 訳 メモ リ1は 、メ ンバ

ー 各 自が個 人 管理 で き る部 分 と、メ ンバ ー 全 員 が 共

有 で きる 部分 を持 つ構 成 とな り、検 索 は 個 人 管 理 の

翻 訳 メモ リ部 が最 優 先 され ま す 。共 有PCの 翻 訳 メ

モ リデ ー タの編 集(登 録 ・削 除 ・修 正)に つ い て は 、

管理 者PCに よる 制 限 運 用 もで き ます 。

(4)最 新版 英 日・日英翻訳エンジンを搭載

 当社特長技術のマルチ レイヤー翻訳方式で 自然

に読みやすい訳文を出力します。 「英英変換→英 日

翻訳→日日変換」の自動3段 階処理により、きめ細

かく翻訳 し、事実関係のよくわかる読みやすい文章

に仕上げます。

 最新版の翻訳エンジンを搭載し、かつ「翻訳メモ

リ」検索エンジンと併用することによって翻訳 これ
一本の翻訳精度がさらにアップしま した。

 文修正1
  より手重し)

占
図1 翻訳 メモ リを利用 した翻訳動作の概念 図
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図2 【翻訳メモ リ】の検索!編集画面例

(5)専 門辞書など約5万 語を増強 した253.8万 語の

翻訳辞書を搭載

 専門用語を中心に、旧製品から英 日・日英合計で

約5万 語を増強 し、合計253.8万 語の翻訳辞書を搭

載 しました。これにより、従来以上の翻訳精度を実

現します。

英日翻訳辞書

日英翻訳辞書

合 計

旧製 品

(ビジネ ス ・科学

技術編)

1,070,000語

1,410,000語

 ・:1111語

新製 品

(ビジネ ス ・科学

技術編V2)

1,110,000語

1,:111語

2,538,000語

(6)英 文速読や英語学習を支援す るシャープの特

長技術 「おまかせ訳振 り」

(シャープヨーロッパ研究所 との共同開発)

 英文中の単語や連語の下にル ビのように訳語を

表示する「おまかせ訳振 り」機能は、英語の下調べや

英文速読に便利で、従来より好評をいただいてお り

ます。本機能では、英日翻訳用のユーザ辞書に登録

された単語や連語の訳語表示ができ、さらに使用 し

ている画面から直接ユーザ辞書に単語や連語を登

録することもできます。 ここで新規登録 した語彙

は、英 日翻訳でも利用できます。

3.専 門分野 翻訳これ一本 ビジネス ・科学技術編

V2の 動作環境

 

ン

応

力

対

パ

os

メモ リ

ハ ー ド

デイスク

ディスプ

レイ

下 記 のOSが 動 作 し、CPUがPentiumプ ロセ ッ

サ133MHz以 上 の パ ソコン

(WindowsXPの 場 合 はPentiumllプ ロセ ッサ

300MHz以 上)

Microsoft WindowsXP/2000/Me/98ま た は

Microsoft WindowsNT4.O operating system(日

本 語 版)

・128MB以 上 推 奨

(Microsoft Windows 2000/Me/98,Microsoft

WindowsNT4.0の 場 合)

・256MB以 上 推 奨(Microsoft Windows XPの

場 合)

空 き容 量250MB(最 小)～650MB(最 大)、分割 イ

ンストー ル 可 能

SVGA(800×600ド ット)以上/65,536色(ハ イカ

ラー)以 上 の 解 像 度 をもつ カラー デ ィスプ レイ

(7)Word 2003やAdobe Reader 6.0な どの 最 新

定 番 ソフ トとの 連携 翻 訳 も可 能

 「Word翻 訳 」や 「PDF翻 訳 」の機 能 をア ップ し、最

新 版Microsoft Word 2003やAdobe Reader 6.0

(あ る い はAcrobat 6.0)に 対 応 しま した。 さ らに 、

「Word翻 訳 」で は 、今 回 あ らた に上 下対 訳表 示 が 行

え る よ うに な りま した 。

■ 翻 訳 これ 一 本 ホ ー ム ペ ー ジ

翻 訳 これ 一 本 シ リー ズ の 商 品 情 報 に加 え 、サ ポ ー ト

情 報 な ど 、翻 訳 これ 一 本 に 関す る総 合 的 な 情 報 を ご

提 供 して い ます 。http://WWW. sharp. co. jp/ej/

■ バー ジ ョ ンア ッ プ版 の ご案 内

オ ン ライ ン シ ョッ ピン グサ イ ト「sHARP Pc oNLiNE」

で は 、従 来 の 翻 訳 これ 一 本 シ リー ズか らの バ ー ジ ョ

ンア ップ版 を発 売 して い ま す。

https://www. sharpPconline. jp/

■ 企 巣 ・団 体 ユ ー ザ 様 向 け追 加 ラ イセ ンス 版 の ご

案 内

企 業 ・団 体 ユ ー ザ 様 向 け 追加 ライ セ ン ス版 の販 売 に

つ い て は 、 最 寄 の ソ フ ト販 売 店 様 に ご相 談 くだ さ

い。
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「コ リ ャ英 和!一 発 翻 訳Ver.6.0マ ル チ リ ン ガ ル 」

ロゴヴィスタ株式会社

1.は じめ に

ロ ゴ ヴ ィ ス タ は 、Windows対 応8ヵ 国語 翻 訳 ソ フ

ト 「コ リャ英 和!一 発 翻 訳Ver,6.0マ ル チ リン ガ

ル 」 を 、2004年8月6日 よ り発 売 しま した。

本 製 品 は 低 価 格 翻 訳 ソ フ トのベ ス トセ ラー と して

累計 出荷190万 本 を超 え る 「コ リャ英 和!」 シ リー

ズ の8ヵ 国語 翻 訳 ソフ トの最 新 バ ー ジ ョ ンで す。ニ

ュ ー ス 、 ス ポ ー ツ 、 フ ァ ソシ ョン 、 トラベ ル な ど、

世界8ヵ 国 語 のWebサ イ トや メー ル を ワ ン タ ッチ で

日本 語 に 翻 訳 で き る マ ル チ リン ガ ル 対応 翻 訳 ソ フ

トです 。

「英 語 ・日本 語 合 計231万 語 」+「 ヨー ロ ッパ 言

語 ・韓 国 語 合 計143万 語 」 の 豊 富 な 翻 訳 辞 書 を収

録 し、 「英 語 ・日本 語 ・フ ラ ン ス語 ・ドイ ツ 語 ・イ

タ リア 語 ・ポ ル トガ ル 語 ・スペ イ ン語 ・韓 国語 」の

8ヵ 国 語 を 自在 に ク ロ ス翻 訳 す る 「LogoVista X翻

訳 エ ン ジ ン」 を搭 載 。 言 語 の組 み 合 わせ に よ り、合

計46通 りの翻 訳 方 向 を 実現 で き ます 。 ま た 、8ヵ

国 語 の 「翻 訳 辞 書 引 き」や 使 いや す い 「操 作 パ ネ ル 」、

さ ら に は英 日 ・日英 翻 訳 専 用 ツー ル の フル 搭 載 と、

機 能 面 も充 実 。海 外 の最 新情 報 の入 手 に最 適 な マル

チ リン ガル ・コ ミュニ ケー シ ョン ・ツー ル で す 。

また 、本 製 品 に は姉 妹 品 の 英 日・日英 翻 訳 ソフ ト「コ

リャ英 和!一 発 翻 訳Ver.6.0」 の全 て の機 能 を搭 載

して い ます。

2.「 コ リャ英 和!一 発 翻 訳Ver.6.0マ ル チ リン ガ

  ル 」 の 主 な 特 徴

(1)8ヵ 国 語 を ク ロ スす るLogoVista X翻 訳 エ ン

 ジ ン

世 界 の8ヵ 国 語 を 自 在 に ク ロ ス 翻 訳 す る

「LQgoVista X翻 訳 エ ン ジ ン」 を搭 載。 「英 語 ・日

本 語 ・フ ラ ン ス語 ・ドイ ツ語 ・イ タ リア語 ・ボ ル ト

ガル 語 ・ス ペ イ ン語 ・韓 国 語 」 に対 応 し、翻 訳 エ ン

ジ ンを組 み合 わせ る こ とに よ り、合 計46通 りもの

翻 訳 方 向 を 実 現。Ver.6.0で は 、 英 日 ・日英 翻 訳 エ

ン ジ ン の 改 良 と ヨー ロ ッパ 言 語 翻 訳 エ ン ジ ン の ブ

ラ ッシ ュ ア ップ に よ り、 さ らに 精 度 が 向 上。

●翻 訳 辞 書:英 語 ・日本 語 合 計231万 語+ヨ ー

 ロ ッパ 言語 ・韓 国語 合 計143万 語

●ユ ー ザ 辞 書:英 日、 日英 専 用(複 数 作 成 可能)

● 専 門辞 書(別 売):英 日、 日英 専 用

 (英 日5分 野87万 語 、 日英24分 野239万 語)

(2)世 界 のWebサ イ トを ワ ン タ ッチ で 日本 語 に

Internet Explorerに 追 加 され た翻 訳 ツ ー ル バ ー か

らボ タ ン ひ とつ で 海 外 の ホ ー ム ペ ー ジ を 日本 語 に

翻 訳 ・辞 書 引 きす る こ とが で き ま す 。Ver.6.0で は

日本 語 キ ー ワー ドで外 国語 のWebサ イ トを検 索 し、

自動 翻 訳 す る ト 発 サ ー チ 翻 訳 」 機 能 も新 搭 載 。

(3)メ ー ル ・ニ ュー スの 翻 訳 もマ ル チ リンガ ル 対応

メー ル ・ニ ュー ス 、そ の 他 テ キ ス トもマル チ リン ガ

ル 翻 訳 が 可能 。翻 訳 した い 文 章 を選 ん で 「操 作 パ ネ

ル 」の ボ タ ン を ク リ ソクす るだ け で 翻 訳 す る 「クイ

ック翻 訳 」や 、キ ー ボ ー ド入 力 に よ りFEP感 覚 で翻

訳 変 換 で き る 「タイ ピン グ翻 訳 」 を 搭 載 。

(4)8ヵ 国語 の翻 訳 辞 書 引 き機 能 が よ り使 いや す く

8ヵ 国語 を ク ロス して合 計46通 りの 辞 書 引 き を行

うこ とが で き る 「翻 訳 辞 書 ビュ ー ワ」 を搭 載 。 辞 書

引 き の 操 作 も簡 単 に な り、 い っ そ う使 い 勝 手 が 向

上 。

(5)本 格 的 な翻 訳 に最 適 な 「翻 訳 エ デ ィ タ」

文 章 を じ っ く り翻 訳 す る の に 最 適 な 「翻 訳 エ デ ィ

タ」 を新 搭 載 。完 全 左 右 対 訳 の表 示 な の で 、各 セ ン

テ ン ス を 比較 しや す く、さ ま ざ ま な編 集 補 助機 能 を

利 用 す る こ とが 可能 。
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(6)Microsoft Wordに 翻 訳機 能 を組 込 み

マ ル チ リ ン ガ ル の 翻 訳 ツ ー ル バ ー をMicrosoft

Wordに ア ドイ ン(組 込 み)す る こ とが で き ま す 。

普 段 お 使 い のWordで ダイ レク トに翻 訳 ・辞 書 引 き

機 能 を 利 用 で きま す 。

(7)8ヵ 国 語 を音 声 読 上 げ

音 声 合 成 エ ンジ ンに よ る 「英 語 ・日本語 ・フ ラ ンス

語 ・ドイ ツ語 ・イ タ リア語 ・ポ ル トガル 語 ・スペ イ

ン語 ・韓 国語 」の8ヵ 国 語 に対 応 した音 声読 み 上 げ

が 可 能 で す。 発 音 の チ ェ ッ ク もOK。

(8)他 に も 多彩 な機 能 を搭 載

● は じめ て で もわ か りや す い

 ボ タ ン式 「操 作 パ ネ ル 」

●NetscapeやOperaで

 Web翻 訳 「HTTPプ ロキ シ翻 訳 」

● 「LogoVista電 子 辞 典 シ リー ズ」 との

 連 携 辞 書 引 き

● 海 外 旅 行 や 出 張 に 便 利 な

 「世 界 時 計/度 量衡/カ レン ダー 」

(9)英 日 ・日英 翻 訳 専用 ツ ー ル も搭 載

マ ル チ リンガ ル 翻 訳 機 能 に加 えて 、英 日 ・日英 翻 訳

専 用 の 豊 富 な 機 能 を搭 載 。姉 妹 品 の 「コ リャ英 和!

一 発 翻 訳Ver .6。0」(メ ー カー 希 望小 売価 格:9,800

円税 込)の す べ て の 翻 訳機 能 を利 用 で き ます 。

3.製 品 仕 様

(1)価 格

 14,800円(税 込価 格)

(2)動 作 環 境

● 対 応OS:Microsoft Windows XP/Me/98SE/2000

      Professional日 本 語 版

● 対 応 機 種:Pentiumll 400MHz以 上 のCPU搭 載 機

       種 を 推 奨

● 必 要 メ モ リ:64MB以 上(128MB以 上 を 推 奨)

● 必 要 ハ ー ドデ ィ ス ク 容 量(フ ル イ ン ス トー ル 時):

  600MB以 上

● 対 応 ブ ラ ウザ ・対 応 メ ー ル ソ フ ト:

  Microsoft  Internet  Explorer  6.0/5.5 ,

  Netscape 7.1/6.2/4.7、 Opera 7.23、 POP3対

  応 メ ー ル ソ フ ト(す べ て 日本 語 版)

● ア ドイ ン 対 応 ア プ リ ケ ー シ ョン:

 【マ ル チ リ ン ガ ル 翻 訳 の 場 合 】

   Word 2000～2003(日 本 語 版)

 【英 日 ・ 日英 翻 訳 の 場 合 】

   Adobe Reader 6.0, Adobe Acrobat 6.0/5.0,

   Word 2000^-2003, Excel 2000^2003,

   PowerPoint 2000～2003、 Outlook 2000～

   2003、 一 太 郎2004/13 (す べ て 日本 語 版)

● 音 声 読 上 げ に 必 要 な 環 境:Sound Blaster互 換

   16ビ ッ トサ ウ ン ドボ ー ド

4.お 問 い 合 わ せ 先

 ロ ゴ ヴ ィ ス タ 株 式 会 社

 サ ポ ー トセ ン タ ー

 TEL  O3-5690-9167

 htt,'11www lo OVI6tc'1 co'

J
                   r曜3噸●

澱滋罵"     鳳一 懸麟騰蟹 礪灘

盛 二」…    奮

嚥 蕊一籍 繍蓼
              一 ・一藁
蘇 ∴臼  無  銀
滋                            w・刑

図一1 一 発 サ ー チ翻 訳

難
響壽 麺
図一2 パ ッケー ジ画 像
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MacOSX対 応 の 英 日 ・日英 、 業 務 用 翻 訳 ソフ ト

「MAC-TranserV2」

株式会社クロスランゲージ

 本 製 品 は 、MacOSX版 業 務 用 翻 訳 ソ フ トの 最 新

版 で 、最 新 用 語 を増 強 し、英 日64万 語 ・日英84万

語 の 基 本 語 辞 書 と、改 良 した翻 訳 エ ン ジ ン を搭 載 し

て い ます 。

 新 機 能 と して 、翻 訳 に使 用 す る各 辞 書 に 、表 示 の

色 を指 定 す る こ とが 可 能 に な りま した 。 た と えば 、

コ ン ピ ュー タ辞 書 に 「赤 」 を指 定 して 、翻 訳 を実 行

す る と 、コ ン ピュー タ辞 書 か らの訳 語 は赤 色 で 表 示

され ます 。ひ と 目見 る だ け で 、訳 語 の 出典 が明 らか

に な ります 。 また 、用 語 集 な どが あれ ば 、一 括 して

ユ ー ザ ー 辞 書 に 登 録 で き る 辞 書 ツ ー ル 機 能 が 追 加

され ま した 。

 本 製 品 は 、PDFフ ァイ ル やMicrosoft WQrdのdoc

フ ァイ ル 、RTFフ ァイ ル を 直接 、読 み 込 み 翻 訳 す る

事 が で きま す。 ま た新 た にAcrobat 6のPDFフ ァイ

ル に も対 応 しま した。 ホ ー ム ペ ー ジ翻 訳 で は 、Mac

OS X標 準Webブ ラ ウザ の 『Safari』 に対 応 して い

ます 。

 さ ら に 、辞 書 引 き ソフ トの 「ロ ボ ワー ドforト

ラ ンサ ー 」をバ ン ドル してお り、デ ジ タル 辞 典 と し

て 、研 究社 新 英 和 中 ・新 和 英 中辞 典 を収 録 して い ま

す 。 追 加 辞 典 と して 『MAC-Transer V2ス タ ンダ

ー ドwithリ ー ダ ー ズ』 と
、『MAC-Transer V2プ ロ

フ ェ ッ シ ョナ ル 』 に は 、 「研 究 社 リー ダ ー ズ+プ ラ

スV2」 を収 録 して い ます 。

【本 製 品 の特 長 】

◆英 日64万 語 、 日英84万 語 合 計148万 語 の翻 訳

 辞 書 で翻 訳 精 度 が 向 上 【機 能 ア ップ 】

見 出 し語 で英 日64万 語 、 日英84万 語 の 基本 語 辞

書 を搭 載 しま した 。改 良 した翻 訳 エ ン ジン と と もに

高精 度 の 翻 訳 を実 現 。

◆新 改 良 の 日英 翻 訳 エ ン ジ ンで 、日本 語 か ら英 語 の

 翻 訳 精度 が 向 上 【機 能 ア ップ 】

日英 エ ン ジ ン の 日本 語 文 の 区 切 り解 析(形 態 素 解

析)に 新 た な ロジ ッ クを盛 り込 み 、全 面改 良 を加 え

ま した 。 また 、カ タ カ ナ 表記 の 「ゆ ら ぎ」(例 え ば 、

イ ン デ ク ス/イ ンデ ッ クス)と い っ た違 い を翻 訳 エ

ン ジ ン 内 部 で 自動 補 正 す る機 能 を新 し く搭 載 して

い ま す 。

◆ 訳 語 カ ラ ー 表 示 機 能 付 き 高 機 能 対 訳 エ デ ィ タ

【新 機 能 】

基 本語 辞 書 、ユ ー ザ ー 辞 書 、学 習 辞 書 、専 門語 辞 書

な どの使 用 す る辞 書 に 表 示 色 を指 定 で き 、訳 語 の 出

典 が ひ と 目で わ か りま す 。訳 語 対 応 や 別 訳 語 を そ の

場 で表 示 す るポ ップ ア ップ 訳 語 メニ ュー 、フ レー ズ

指 定機 能 を備 えた 高 機 能 対 訳 エ デ ィ タ を英 日 ・日英

とも に搭 載 して い ま す 。

◆PDFフ ァイ ル 、 Wordフ ァ イル 、 RTFフ ァイ ル

 を ダ イ レク トに読 み 込 み 翻 訳 【機 能 ア ップ 】

PDFフ ァイ ル 、 Wordフ ァイ ル 、 RTFフ ァ イ ル 、 テ キ

ス トフ ァ イル を 直接 、対 訳 エ デ ィ タ に 読 み 込 み 、翻

訳 で き ます 。Adobe Acrobat 6対 応 のPDFフ ァ イル

に も対 応 して い ま す。

◆ プ ロ フ ェ ッシ ョナ ル に は翻 訳 メ モ リ機 能 と24

  分 野 の 専 門 語 辞 書 を搭 載

基 本 翻 訳 メ モ リ33,000例 、 科 学 技 術 翻 訳 メ モ リ

54,000例 、ビジ ネ ス翻 訳 メ モ リ6,000例 合 計93,000

例 搭 載 して い ま す 。 新 し く 「会 計 」 「マ ー ケテ ィン

グ」 「生 産 工学 」を加 え た24分 野 の 専 門 語 辞 書 を 同

梱 。
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ウ ィ ン 西 早 稲 田 ビル7F

TELO3-5287-7588 FAXO3-5287-7589

http://www, crosslanguage. co・JP/

http://www. transcr. com/

一 一
事務局長交代のお知 らせ

 平成16年4月1日 付で、村田勇造氏の後任 として、中瀬真氏が事務局長(社 団法人電子情報技術

産業協会(JEITA)か らの派遣による非常勤職員)に 着任 しました。

引き続きご支援、ご鞭捷を賜 ります ようよろしくお願い申しあげます。
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一 一
「ATLAS V11」

富士通株式会社

1.は じめ に

「ATLAS」 は 、 予 て よ り企 業 ・官 公 庁 ・教 育 機 関の

"実 務 翻 訳"の 現 場 よ り圧 倒 的 な 支 持 を得 て い る

翻 訳 ソフ トで あ る。 最 新 版 「ATLAS V11」 で は 、翻

訳 資 産 を 効 果 的 に 利 用 す る こ と が 可 能 な

「Cliche(ク リシェ)デ ィス プ レイ 」機 能 を標 準搭 載 。

業 界 最 高 水 準 の翻 訳 品 質

「ATLAS VII」 で は 、 翻 訳 ソフ トの 要 で も あ る翻 訳

品 質 を向 上 させ る た め 、 「基 本 辞 書 」 と 「翻 訳 エ ン

ジ ン」 の 両 面 で改 善 を 図 っ た 。 「基 本 辞 書 」 に は 、

英 日91万 語 ・日英89万 語 を収 録 。基 本 の翻 訳 エ ン

ジ ンに つ い て は 、一 般 的 な 文 章解 析 ・訳 文生 成 の 品

質 向 上 を 行 い 、メー ル 文 、特 許 文 の翻 訳 精 度 向 上 を

実 現 。

2.機 能

Clicheデ ィス プ レイ

翻 訳 メモ リの検 索 結 果 が 一 覧 で 見 や す く表 示 され 、

原 文 と訳 文の 単語 の一 致 ・不 一 致 が視 覚 的 に判 断 で

きる。 これ に よ り、例 文 を参 考 に して 訳 文 を簡 単 に

作成 す る こ とが可 能 。

万 σ'しω   鵬 轡   馴 Φ   1口w   卿 書 ⑪  オ,㌦!a  へ応,°妙

D庸1篇 嘲1磁 勲}暫1 ; 撫  1● 繭}噸 、℃ 目 一 胴     冒 曜剛1    唄 '

層11襲邸7ご 囎 ∫其㌧どほ 「お割 単加

・ 劉 土製 品 ノ酵 柚 一立 ⊃-rt勲 一'τお り 雲 り剛 μ トー'L「 剛 」}^P'…'D

共有辞書ツール

 ネ ットワー ク上に構築された共有フォルダ内に

共有辞書をアップロー ドすることにより、グループ

内の管理者や利用者が同一の辞書を利用できる。こ

の機能を利用することで、翻訳品質の均質化を実現

するだけでなく、知的財産を利用者全員で共有する

ことが可能。

        _罰

轟盲轟
  _輿_.ク 。.蜘_

       辞書共有の概念図

共有辞書がア ップロー ドできるのは一人の管理者

のみであるが、各利用者がある日時以降の単語を抽

出し、管理者がそのデータを共有辞書にマージする

ことができるツールも用意 している。

↓

翻訳メモ リ

 原文 と訳文を対に した翻訳例を翻訳メモ リとし

て登録できる。蓄積 されたデータ内に、翻訳 したい

文 と類似の文が検出された場合、その類似度(一 致

率)の 順番で、表示することができる。10万 文対

の翻訳メモ リデータを標準搭載している。

s

rl熊1      ●000℃ ノ7 下,'・ ノー一蝕 囚 ●'腎

「,一ヒ ヌ の … ■ に 角 し てIJ 「棚 禦"イ ト 」 霊 二 覧 藍 たfし

「リCス のqMに つ い て1」 rサ ー虹 スnイ ト 」 霊 ご 覧 、 た 庫 し

    一 ㎞  嶺 一 電b ㎞ ㎞ ow. 「

鷹 鷲難轟 黙一7¶

1灘饗黙 認藤 恥  、
                 胴葛   州

翻 訳 メモ リ変 換 ツー ル

 翻 訳 メモ リデ ー タ交 換 用 の 標 準 フ ォー マ ッ トで

あ るTMX形 式 の フ ァイ ル と、ATLASの 翻 訳 メ モ リの

デ ー タ を相 互 に 変換 す る こ とが で き る。 ま た 、翻 訳

メ モ リの ツ ー ル と して は 一 般 的 なTRADOS社 製

「TRADOS」 のデ ー タ と も相 互変 換 が 可 能 で あ る。

Clicheデ ィ ス プ レイ
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文 ア ライ メ ン ト支 援 ツー ル

 過 去 に翻 訳 した 文 書 の 原 文 と訳 文 を読 み 込 み 、翻

訳 メ モ リに 変換 す るた め の 支 援 ツー ル で あ る。文 書

形 式 は テ キ ス トま た はWord文 書 を読 み 込 む こ とが

で き る。入 力 文 書 を 読 み 込 む と、自動 的 に文 切 り し、

更 に 、自動 的 に 対応 付 け を行 うこ とも で き る。 この

ツー ル に よ って 、過 去 の翻 訳 資 産 を 有効 に利 用 す る

こ とが で き る。

「「2搬鮭_懸 鱒 …榊 脱"り 鳩柑
・診 の 診 磁耀 E匿 曾
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鳳副測

 一一 馬俺o

 ,

  、璽

・:)1坤1・:噂r占u・二響彗"聾 建1:、,卜・「rli'/畠

お ま かせ 記 文

 対 話 形 式 で 問 い に応 え るだ けで 、英 語 ・日本 語 の

レター を 自動 作 成 す る ツー ル で あ る。

Internet Update

 富 士 通 の 公 開 ペ ー ジより、最 新 の 時 事 用 語 や スポ

ー ツ
、音 楽 等 の エ ンター テイメント辞 書 を無 償 でダ ウン

ロー ドで きる。
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文 ア ライ メ ン ト支 援 ツー ル

対訳エディタ

 対訳エディタとは、原文と訳文を左右に表示 し、

編集作業を行いなが ら翻訳を可能 とする機能であ

る。編集と翻訳を同一画面で行 うことができ、各機

能を簡単に呼び出せ ることから、効率の良い作業を

実現できる。

連 携 翻 訳(Word、 Excel、 PowerPoint、 Acrobat、 OASYS、 一太郎)

 原 文 フ ァ イ ル の レイ ア ウ トそ の ま ま に 翻 訳 す る 。

Microsoft Officeで は 、 テ キ ス トボ ッ ク ス な ど の

オ ブ ジ ェ ク トや 表 の 内 容 も 翻 訳 で き る の で 効 率 的

に 訳 文 フ ァ イ ル を 作 成 で き る 。

Microsoft OfficeやAdobe Acrobatな ど の ア プ リ

ケ ー シ ョ ン か ら 直 接 対 訳 エ デ ィ タ を 呼 び 出 し 、そ の

ま ま 翻 訳 、編 集 して 元 の 文 書 ヘ レイ ア ウ トを 保 持 し

た ま ま 結 果 を 反 映 す る こ と が で き る 。

元 の 文 書(Word文 書)

驚 編 罵 翻 獄  麗 。鷲 蝦 乱㍊撫 慧.遡黒愚蓋' ,論,'圓
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↓

メ ー ル 翻 訳(Outlook Express、 LotusNotes、 Outlook)

 メ ー ル ソ フ トに 、ATLASの メ ニ ュ ー コ マ ン ドま た

は ツ ー ル バ ー を 追 加 し 、受 信 した メ ー ル 、 これ か ら

送 信 す る メ ー ル を 翻 訳 す る こ と が で き る 。

対訳エディタで翻訳&後 編集
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ホ ー ム ペ ー ジ翻 訳

 ホ ー ム ペ ー ジ翻 訳 は 、Internet Explorerま た は

Netscapeと 連 携 して 機 能 す る。 日本 語 の ホ ー ムペ

ー ジ を 英 語 に 、英 語 の ホ ー ム ペ ー ジ を 日本 語 に ク リ

ッ クひ とつ で レイ ア ウ トを保 持 した ま ま 翻 訳 を 行

う こ とが で きる。

↓
対訳エディタで翻訳&後 編集

;制 潮ワ 細 創Mm 鱒λo 甑 ◎ ウー訓り 脚 Mン卿 嶋細                  。買

一 ・翌榊'縢・MS'顧
.働潮 響     厨

・ ・ 腰 イ 騒 ・N轟A・ ■50三,三aΨ ・

'nterstage XBRLプ μ 亡 ツ'ダ

側aρ の

IM[rNage×BR PrO:0550「" XBRLにアプリ
ケー♂雪ンを巴立てて 配布するためのアブll
卿一ノrン鵬 ヒランタイム顧 で寸, 戚BRL    轍 鳳       ㎜ 免舳
の働用でrw5【80e旧肌Pro二2蟹sor躍財禍●■    珊騨       旧し9馴障
曾で.触規岡の遵守とより属㌧邊明虜に1Aを
含わせられた企腐のための遡『の戚景でサ.
M'rNdq1*EfLvrxefaorli肌 仕りの・い
ノ雪ンxOと 2¶で晃童に珂にで島る最切¢ミ         肌        財a+-g
ド㌧ウ;ア瓢 で寸.                   T●●閥膠噛暉1
          贈

49



Excelか らの 単 語 一 括 登 録

Excelワ ー ク シー トか ら辞 書 へ 直接 、単語 一 括 登 録

が 可能 。

 n++v6細 鯨 ψ 露λo猟oTX① 『一遡 鴨 酬9～ 吻 飼噸 野 『.
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     Excelか ら の 単 語 一 括 登 録

専門 用 語 辞 書

 専 門分 野 向 け に25分 野 、英 日217万 語 ・日英221

万語 の専 門用 語 辞 書 を オ プ シ ョン で 用意 して い る。

 専 門用 語 辞 書 フ リー パ ック の 中 か ら医学 ・薬 学 系

の 辞 書 を パ ッ ク した 「医 学 ・薬 学 専 門 辞 書 」(9分

野 、173万 語)お よ びIT・ 製 造 業 系 の 辞書 をパ ッ ク

した 「IT・製 造 業 専 門辞 書 」(13分 野 、202万 語)

も用 意。

 ま た 、ATLAS V11本 体 に 収録 され て い る 「英 和 ・

和 英 電 子 辞 書 」用 の 専 門 用 語 デ ー タ も5分 野227万

語 を 収録 して い る。

 専 門 用 語辞 書 一 覧

分野

1 情報処理

2 亀気 ・電子

3 物理 ・原 子力

4 機械

5 工業化学

6 プラン ト

7 土木 ・建築

8 金属

9 地学 ・天文

10.  輸 送

11.  自動 車

12,  軍 事

13. 農 林水産

英 日

138,000語

96,000語

166,000語

 111語

135,000言 吾

62,000語

52,000語

44,000語

71,000語

.1111語

42,000語

25,000語

.:111語

日英

139,000語

':11/語

167,000言 吾

80,000語

137,000言 吾

64,000語

53,000語

45,000語

73,000語

61,000語

43,000語

26,000語

69,000語

分野

14,  生 物

15.  医学 (生化 学)

16,  医学 (薬学)

17,  医学 (解剖学)

18.  医学 (疾患 ・症状)

19,  医学 (精神医学)

20.  医学 (医療機器)

21. 金 融 ・経 済

22,  法律

23,  ビジ ネ ス

24.  人 名 ・地 名

25.  環境

英 日

159,000語

146,000語

64,000語

56,000語

180,000語

31,000語

52,000語

63,000語

8,000語

131,000語

209,000語

34,000語

日英

161,000言 吾

147,000言 吾

65,000語

58,000語

182,000言 吾

32,000語

53、000語

64,000語

10,000語

132,000語

211,000語

35,000語
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3.動 作 環 境

動 作OS:日 本 語Windows XP/Me/2000/98/NT4.0

必 要 メ モ リ:32MB以 上(Windows XPで は64協 以 上)

必 要 デ ィ ス ク 容 量: 翻 訳 ダ ブ ル パ ッ ク 445MB

4.価 格(税 込)

ATLAS翻 訳 ダ ブ ル パ ッ クVll     92,400円

ATLAS専 門 用 語 辞 書 フ リー パ ッ クV11 81,900円

ATLAS翻 訳 ス ー パ ー パ ッ クVll   l34,400円

ATLAS医 学 ・薬 学 専 門 辞 書V11    9,900円

ATLAS IT・ 製 造 業 専 門 用 語 辞 書V11  39,900円

「ATLAS」 の 旧 版 ユ ー ザ 向 け に は 、 バ ー ジ ョ ン ア ッ

プ 製 品 を 販 売 し て い る 。詳 し く は 下 記 のURLを 参

照 の こ と 。

http://software. fujitsu. com/jp/atlas/versionup. html

■ お 問 い 合 わ せ 先

富 士 通 株 式 会 社

プ ラ ッ トフ ォ ー ム ソ リ ュ ー シ ョ ン セ ン タ ー

プ ロ ダ ク トマ ー ケ テ ィ ン グ 統 括 部 ミ ドル ウ ェ ア 部

T105-7123

東 京 都 港 区 東 新 橋1-5-2 汐 留 シ テ ィ セ ン タ ー

TEL:03-6252-2661

受 付 時 間:9:00～12:00/13:00～17;00(土 口祝 日を除く)

bttp://software. fujitsu. com/jp/atlas)



日本の機械翻訳の歴史

AAMTイ ン ター ネ ッ トワー キ ン グ グル ー プ

当協会独 自調査による日本の機械翻訳の歴史年表です(同 一年内の事項の前後関係は考慮 されていません)。

1959

1964

1978

1980

1981

1982

1985

・:.

1987

.;.

1990

1991

1992

1993

1994

1995

1996

1997

1999

機 械 翻 訳 専 用機 「や ま と」(電 気試 験所)、 翻 訳 実 験 用 計 算機 「KT-1」(九 大)完 成

「MT日 米 セ ミナ ー 」 開 催[東 京]

電子協機械翻訳システム調査委員会発足

電 子 協MT調 査 団 ヨー ロ ッパ 、 ア メ リカ 、 カ ナ ダ訪 問

アナ ロ ジー に基 づ く翻 訳 方 式 を 世 界 で 初 め て 提 唱(京 都 大 学 長 尾 眞 教 授)

Muプ ロ ジ ェ ク ト開 始

科 学 万 博 に翻 訳 シ ステ ム 出展(富 士 通)

初 の 商 用 翻 訳 ソフ ト発 売(ブ ラ ビ ス)

自動 翻 訳 電 話 研 究 所 発 足(ATR)

「第1回MT SUhAIIT(電 子 協 主催)」 開 催[箱 根]

「近 隣 諸 国 間 機 械 翻 訳 シ ステ ム」 開 発 プ ロジ ェ ク ト開 始(CICC)

海 外 ニ ュ ー ス 自動 翻 訳 放 送 試 行 開始(NHK)

「翻 訳 技術 国 際 フ ォー ラ ム(電 子 協 主催)」 開催[大 磯]

「自動 翻 訳 フ ェア(日 本翻 訳 協 会 主催)」 開催[東 京]

日本機 械 翻 訳 協 会 設 立

ア ジ ア 太 平 洋機 械 翻 訳 協 会 設 立

翻 訳 ソフ ト初 のthe Software Products of the Year受 賞(東 芝)

「MT World 92(JAMT主 催)」 開催[東 京]

「機 械 翻 訳 に 関 す るシ ンポ ジ ウ ム(電 子 協 主催)」 開催[大 阪]

「機 械 翻 訳 フ ェ ア(日 本 科 学 技 術 情 報セ ン タ ー 主 催)」 開催[筑 波]

「第4回MT SUhQilT(AAMT主 催)」 開催[神 戸]

「翻 訳 フ ェ ア'93(AAMT主 催)」 開 催[東 京]

1万 円 を切 る翻 訳 ソフ ト登場(カ テ ナ)

「多 言 語 機 械 翻 訳 国 際 シ ン ポ ジ ウム'94(CICC主 催)」 開 催[東 京]

初 の ブ ラ ウ ザ連 動型 翻 訳 ソフ ト発 売 開 始(沖)

「パ ソ コ ン翻 訳 シ ョ ウ(日 刊 工 業 新 聞 主催)」 開 催[東 京]

MTプ レイ ン ス トー ル パ ソ コ ン発 売 開 始(シ ャ ー プ 、 東 芝 等)

機 械 翻 訳 ユ ー ザ辞 書 共 通 フォ ー マ ッ ト設 定(AAMT)

日本 人 初 のMT Award受 賞(京 都 大 学 長尾 眞 教 授)

機 械 翻 訳 に よ る 日本 特 許 英 文検 索 サ ー ビス 開始(特 許 庁)

「第7回MT s㎜IT(AAMT主 催)J開 催[シ ンガ ポ ー ル]
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2000

2001

2002

2003

2004

機 械 翻 訳 白書 「機 械 翻 訳 21世 紀 の ビジ ョ ン」 発 行(AAMT)

「MTセ ミナ ー(…r主 催)」 開催[東 京]

イ ン ター ネ ッ ト博 覧 会 で 翻 訳 ソフ ト正 式 採 用(日 本 電 気)

翻 訳 ソ フ ト初 の プ ロ レジ大 賞 受 賞(ノ ヴ ァ)

翻 訳 ソフ ト初 の グ ッ ドデ ザ イ ン賞 受 賞(IBM)

5,000円 を切 る翻 訳 ソ フ ト登 場(ホ ロ ン)

FIFAワ ー ル ドカ ップ公 認 翻 訳 ソフ ト登場(東 芝)

ヒ ッ ト商 品 番 付 東 前 頭6枚 目に翻 訳 ソフ ト選 出(SMBCコ ン サル テ ィン グ)

2,000円 を切 る翻 訳 ソフ ト登 場(ソ ー ス ネ クス ト)

成 田空 港 で旅 行 者 向 け 自動 通 訳 機 実験(国 土 交 通 省)

一
AAMTジ ャーナル編集委員会委員長 井佐原 均

 猛暑と台風の続いた今年の夏で したが、皆様はいかがお過ごしで しょうか。ようやく秋めいてきた季節 と共

に、AAMTジ ャーナル36号 をお送 りいた します。発行が遅れたことを、お詫びいたします。

 本号は、従来にも増 して充実した内容になってお りますので、ご満足いただけることと存 じます。まず、AAMT

の初代会長(現 理事)の 長尾真先生(前 京都大学総長、現情報通信研究機構理事長)か ら、巻頭言として、機

械翻訳の今後についてのお話をいただきました。また、技術解説 として、東京大学中川裕志先生と、岐阜大学

池田尚志先生に、それぞれの研究を分か りやすく解説 していただきました。

 日本以外のアジア圏のアクティビィティの紹介として、本年3月 に中国海南島で開催 されたIJCNLPの 報告

とインドにおける機械翻訳の活用法の記事を載せてお ります。新製品紹介には6つ のシステムが紹介 されてい

ます。

 インターネッ トワーキンググループの活動 としてまとめた 「日本の機械翻訳の歴史」を前ページに載せてお

りますが、より網羅的な年表 とするために、皆様からのご意見や情報をお待ちしてお ります。事務局宛にご連

絡ください。

 最後に、この右のページにありますように、来年の9月 に第10回 機械翻訳サミットがタイ(プ ーケッ ト島)

にて開催 されます。1987年 に第1回 が箱根で開催 されてか ら、20年10回 目の節目の回であり、1999年 以来

のアジアでの開催ですので、多くの皆様に発表 ・ご参加いただきますよう、お願いいたします。
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MT Summit
September 12-16,2005

   Phuket, Thailand

X

The tenth Machine Translation Summit, organized by the Asia-Pacific Association for Machine

Translation(AAMT), will be held at Phuket Island, Thailand in September2005.

MT Summit X will bring together the scientists, developers and users in the area of machine

translation. The frontier research and demonstration from leading academic institutes, business

and government sectors will show up their latest results. In the main conference, MT Summit X will

provide various features including research papers, reports on users'experiences, invited talks
and panel discussions. Surrounding the main conference the expanded program will cover the

sessions of tutorial, workshop and exhibition.This wide coverage features in the machine transla-

tion arena will facilitate participants from the sectors of academy, research, business and govern-

ment to get together to explore the machine translation technology for conquering the problems in

language barriers and digital divide.

AAMT cordially invites you all to MT Summit X, to contribute and witness the efforts in machine

translation technology.

露滋
2005年9月12日(月)～16日(金)

     タ イ 王 国 、 プ ー ケ ッ ト

 アジア太平洋機械翻訳 協会(AAMT)主 催 による第10回 機械翻訳 サ ミッ ト(MT Summit X)が

2005年9月 、 タイ王 国のプーケ ッ ト島で開催 され ます。

 MT Summit xは 、機械翻訳分野の研究者 ・開発者 ・ユーザ等 の幅広 い関係者 を対象 と してい

ます。主要 な学術 、民間、政府機 関等 による最新研究発表 やデモ ンス トレー ションが予定 されて

い ます。サ ミッ トの本会議 では、研究論文発表 、ユーザ レポー ト、招待講演 、パ ネル討論等が用

意 されてお り、本会議前後の拡張 プログラム と しては、チ ュー トリアル、ワー クショップ、デモ

セ ッション等 が予定 されてい ます。この よ うに機械翻訳 に関 わる幅広 い層の参加者 が一堂に会 す

ることによ り、言語障壁や デジタルデ ィバ イ ドを克服 するための議論 が活発 に行 われるもの と期

待 してお ります。

当協 会 は 、MT Summit xへ の 皆 様 の ご参 加 をお待 ち して お りま す。

Welcome to Phuket, the paradise on earth.

醗職纒
 嵐弓驚顧巨

地上の楽園、プ ーケ ッ トでお会い しま しょう!
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